
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
構
想

ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
対
外
経
済
政
策
、
一
九
四
九
一
一
九
五
一
年

山

口

育

人

戦後イギリスの世界戦略と「一一一一つの世界経済」構想（山口）

【
要
約
】
　
一
九
五
〇
年
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
し
て
、
政
治
的
に
は
英
米
関
係
を
軸
に
す
る
西
側
体
制
を
、
経
済
的

に
は
＝
つ
の
世
界
経
済
（
o
器
－
≦
。
里
住
Φ
。
0
8
目
《
）
」
の
考
え
に
基
づ
く
英
連
邦
、
北
米
、
欧
州
を
包
含
し
た
西
側
経
済
を
構
想
し
た
。
そ
の
構
想
を

実
現
す
る
ひ
と
つ
の
柱
は
、
国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
維
持
、
強
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
を
中
心
課

題
に
据
え
、
さ
ら
に
交
換
性
回
復
ま
で
も
論
じ
つ
つ
展
開
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
は
、
単
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
固
執
を
反
映
し

た
の
で
は
な
く
、
戦
後
世
界
形
成
に
立
ち
向
か
う
イ
ギ
リ
ス
の
模
索
と
密
接
に
連
関
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
か
か
る

ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
の
展
開
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
を
契
機
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
軍
備
拡
張
政
策

（
国
Φ
Φ
H
H
P
鋤
H
P
Φ
】
P
け
）
」
に
は
、
英
米
関
係
を
軸
と
す
る
西
側
経
済
の
組
織
化
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
、
重
要
な
ね
ら
い
が
あ

っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
五
巻
四
号
　
二
〇
〇
二
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
四
九
年
か
ら
五
一
年
の
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
対
外
経
済
政
策
を
議
論
す
る
際
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
」

　
　
　
　
①

ド
ク
ト
リ
ン
と
よ
ば
れ
た
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
連
関
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
国
際
経
済
構
想
（
西
側
経
済
と
表
現
す
る
ほ
う
が
よ
い

場
合
は
そ
う
す
る
）
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
ド
ブ
ソ
ン
な
ど
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
、

（433）1



強
化
を
経
済
政
策
の
中
心
課
題
に
据
え
た
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
、
経
済
的
基
盤
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
（
ω
§
ぎ
α
q
＞
お
p
）

に
固
執
し
た
反
映
と
理
解
す
る
。
ま
た
デ
ル
は
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
が
、
福
祉
国
家
と
完
全
雇
用
政
策
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
に
引
き
こ
も
る

こ
と
で
維
持
し
よ
う
と
し
た
と
評
価
す
る
。
加
え
て
、
冷
戦
政
策
の
考
慮
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
、
コ
つ
の
世
界
経
済

（
8
Φ
－
≦
。
H
江
⑦
。
8
0
ヨ
団
）
」
と
よ
ば
れ
た
世
界
規
模
の
通
商
・
通
貨
の
多
角
主
義
に
基
づ
く
国
際
経
済
構
築
の
目
標
を
棚
上
げ
に
し
、
ス
タ
ー

リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
ド
ル
圏
差
別
を
容
認
し
た
こ
と
も
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
固
執
を
後
押
し
し
た
と
理
解
さ
れ
る

　
　
　
②

の
で
あ
る
。
ホ
ー
ガ
ン
や
ヤ
ン
グ
は
、
英
連
邦
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
欧
州
経
済
協
力
に
優
先
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
政
策
を
、
ス
タ
～
リ

ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
固
執
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
わ
な
い
。
し
か
し
、
四
九
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
に

つ
い
て
の
実
際
の
記
述
と
な
る
と
、
欧
州
決
済
同
盟
や
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
へ
の
対
応
に
関
心
が
集
中
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

背
景
と
し
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
お
り
、
戦
後
世
界
に
立
ち
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

イ
ギ
リ
ス
の
西
側
経
済
構
想
を
探
る
視
点
は
や
は
り
薄
い
と
い
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
台
頭
、
冷
戦
の
開
始
、
英
連
邦
諸
国
と
の
関
係
の
変
化
、
欧
州
経
済
協
力
の
動
き
、
ド
ル
不
足
と
い
っ
た
戦

後
世
界
状
況
を
前
に
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
～
年
に
か
け
て
あ
る
一
定
の
す
が
た
を
示
し
は
じ
め
た
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
密
接

に
連
関
す
る
も
の
と
し
て
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
を
理
解
し
た
い
。
特
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
維
持
、
強
化

が
目
指
し
た
も
の
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
強
化
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
本
稿
は
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
的

に
は
英
米
関
係
を
軸
に
す
る
西
側
体
制
を
、
経
済
的
に
は
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
の
考
え
に
基
づ
く
西
側
経
済
を
構
想
す
る
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の

世
界
戦
略
の
柱
と
し
て
、
国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
維
持
、
強
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
が
、
そ
の
視
角
と
課
題
を
本
論
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
い
ま
少
し
詳
し
く
述
べ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

　
一
九
四
九
年
秋
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
と
繁
栄
を
追
求
す
る
戦
後
世
界
の
枠
組
み
と
し
て
、
東
西
冷
戦
の
も
と
ア
メ
リ
カ
を

2　（434）



戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（山口）

リ
ー
ダ
ー
と
し
、
英
連
邦
・
北
米
・
西
欧
が
互
い
に
結
び
つ
き
包
含
さ
れ
た
「
西
側
体
制
（
薯
婁
①
白
身
ω
8
日
）
」
を
選
択
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ

ス
と
西
欧
の
安
全
、
英
連
邦
の
結
束
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
繁
栄
は
そ
の
「
西
側
体
制
」
の
も
と
で
維
持
で
き
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
西
側
体
制
」
の
も
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
は
、
ア
メ
リ
カ
と
「
特
別
な
関
係
」
を
取
り
結
び
、
英
連
邦
と
西
欧
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

指
導
的
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
世
界
規
模
の
経
済
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残

高
（
ω
§
ぎ
。
q
響
｝
碧
8
）
と
い
う
膨
大
な
借
金
を
抱
え
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
ド
ル
の
吸
引
力
を
前
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
の
求
心
力
を
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

持
す
る
に
は
、
戦
時
統
制
や
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
路
線
を
続
け
る
の
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
が
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
戦
後
世
界
の
現
実
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
国
と
し
て
の
地
位
は
「
ア
メ
リ
カ
の
第
一

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
統
合
欧
州
と
ア

メ
リ
カ
と
の
間
に
埋
没
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
ド
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
主
導
的
役
割
を
果
す
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
の
考
え
に
基
づ
く
西

側
経
済
を
構
想
し
、
そ
の
も
と
で
欧
州
経
済
協
力
の
展
開
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
は
じ
め
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

経
済
的
に
「
西
側
体
制
」
を
支
え
る
こ
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
役
割
と
認
識
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
世
界
的
な
ド
ル
不
足
状
況
で
、
国
際
通
貨
ス

タ
ー
リ
ン
グ
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
こ
と
が
そ
の
貢
献
の
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
ド
ル
と
並
ん
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
英
連
邦
・
北
米
・
欧
州
を
包
含
し
た
、
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
の
考

え
に
基
づ
く
西
側
経
済
の
構
築
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
う
し
た
意
味
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、

国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
維
持
・
強
化
に
対
外
経
済
戦
略
の
柱
と
し
て
の
意
味
を
付
与
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
念
頭
に
置
く
な

ら
ば
、
一
九
四
九
年
か
ら
　
九
五
一
年
の
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
・
強
化
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
こ
と

を
具
体
的
に
検
討
し
、
明
確
に
す
る
こ
と
は
重
要
と
な
ろ
う
。
本
稿
の
課
題
は
そ
こ
に
あ
る
。
た
だ
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
交
換
性
國
復
を
も

に
ら
み
つ
つ
、
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
構
想
も
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
西
側
経
済
の
組
織
化
に
お
い
て
主
導
権
を
発
揮
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
労
働
党

3 （435）



政
権
の
完
全
雇
用
政
策
と
の
あ
い
だ
に
緊
張
が
生
じ
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
は
デ
ィ
レ
ン
マ
を
抱
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
ま
た
そ
う
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
が
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
西
側
の
軍
備
拡

張
路
線
に
積
極
的
に
対
応
し
た
背
景
に
は
、
N
A
T
O
を
軸
に
西
側
経
済
運
営
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
権
を
発
揮
す
る
状
況
へ
の
期
待
が

あ
っ
た
こ
と
も
第
三
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
い
。

　
以
下
で
は
ま
ず
、
一
九
四
九
年
秋
ア
ト
リ
f
政
権
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
再
建
と
繁
栄
を
追
求
す
る
国
際
経
済
構
想
に

つ
い
て
、
あ
る
一
定
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
経
過
を
、
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
と
九
月
に
開
か
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
英
米
加
経
済
協
議
を
中
心
に

検
討
す
る
。

4　（436）

付
記
本
稿
で
使
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
轡
館

（
勺
¢
げ
一
圃
O
図
①
O
O
憎
島
○
｛
｛
一
〇
〇
）
所
蔵
文
害
で
あ
り
、
C
A
B
内
閣
、
F
O
外
務
雀
、

P
R
E
M
首
相
、
丁
大
蔵
省
文
書
を
示
す
。

①
英
連
邦
・
欧
州
・
大
西
洋
共
同
体
（
英
米
ス
ペ
シ
ャ
ル
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

　
プ
）
の
い
ず
れ
に
も
属
す
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
結
筋
点
と
し
て
役
割
を
果
す
こ
と

　
で
、
西
側
世
界
の
安
定
に
貢
献
し
、
ま
た
自
ら
の
大
国
と
し
て
の
地
位
を
維
持
で

　
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。

②
≧
碧
勺
6
。
σ
ω
。
p
§
偽
即
N
ミ
q
h
駄
§
出
蓉
出
ミ
ミ
§
穿
§
§
蹄
憩
馬
§
N

　
沁
偽
ミ
貯
誠
却
骨
（
じ
。
鼠
8
”
直
り
。
。
。
。
）
盟
慧
’
嵩
ト
ひ
－
霧
…
的
鳥
目
§
魁
∪
Φ
拝
臨
寒
鳥
鷺

　
肉
鯉
§
S
馬
N
勢
ミ
磐
b
§
ミ
顎
下
ら
い
。
§
騨
ミ
画
醤
b
σ
ミ
窺
賊
心
（
い
。
註
8
し
⑩
8
）
噛
O
F

　
白
菊
。
げ
①
H
け
国
亀
§
P
肉
ミ
魯
鴨
§
穿
ミ
§
齢
§
§
N
ミ
。
。
－
裕
。
。
N
（
b
d
帥
し
・
冒
α
q
し
・
8
昇
p

　
一
Φ
c
。
q
）
も
や
ト
。
8
為
’

③
《
ざ
冨
鉱
悶
。
α
q
貴
§
馬
さ
諺
ぎ
N
N
き
菜
○
婁
σ
巳
α
Q
Φ
し
り
。
。
ジ
2
’
甲
8

　
冒
ぎ
≦
．
磯
。
巨
σ
q
”
し
。
試
§
§
§
蹴
肉
ミ
愚
§
N
薯
馬
§
踏
車
－
肉
薄
（
ゆ
器
ぎ
α
q
－

　
ω
8
障
P
一
8
ω
y
署
・
卜
。
G
。
ゐ
α
．

④
四
九
年
春
か
ら
夏
に
か
け
外
務
省
で
は
世
界
戦
略
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
内
閣

　
も
そ
の
結
論
を
支
持
し
た
。
．
↓
課
a
芝
9
罷
勺
。
≦
霞
。
日
盛
Φ
ω
〔
Φ
ヨ
O
o
自
9
凱
餌
・

　
叶
瞳
8
、
w
菊
9
0
属
ξ
匪
Φ
℃
Φ
毒
磐
2
［
d
鼠
①
円
・
ω
Φ
臼
Φ
［
鋤
蔓
、
し
。
O
o
導
巨
匠
ρ
り

　
窯
超
6
畠
”
閃
O
ω
ご
＼
蕊
ω
。
。
合
．
諺
詔
す
夏
霞
9
。
春
菊
Φ
一
山
。
鍵
℃
弱
気
冨
巳

　
鳴
琢
自
①
．
り
幻
Φ
唱
。
再
。
｛
爵
の
℃
①
目
き
㊦
韓
O
琶
①
撃
ω
Φ
9
①
欝
「
罵
、
5
。
O
o
営
巨
羅
p
譲

　
》
¢
σ
q
9
一
簿
P
鳴
○
ω
謡
＼
蕊
ω
。
。
伊

⑤
国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ボ
ン
ド
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
は
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
を
除
く

　
英
連
邦
各
国
、
植
民
地
、
そ
の
他
中
東
諸
国
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
ス
タ
ー
り
ン
グ

　
エ
リ
ア
で
の
役
割
が
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
通
貨
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
ペ
ッ
グ
さ

　
れ
て
い
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ド
ル

　
を
は
じ
め
獲
得
し
た
外
貨
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
引
き
換
え
に
ロ
ン
ド
ン
に
送
っ
て

　
い
た
（
外
貨
プ
ー
ル
制
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
準
備
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
全

　
体
の
外
貨
準
備
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
内
の
取
引
は
ス

　
タ
ー
リ
ン
グ
で
決
済
さ
れ
、
そ
れ
は
基
本
的
に
自
由
に
行
わ
れ
、
世
界
最
大
の
多

　
角
貿
易
圏
を
実
現
し
て
い
た
。
エ
リ
ア
外
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
植
民
地
を
除

　
い
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
指
示
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
中

　
央
準
備
を
守
る
た
め
為
替
制
限
や
輸
入
統
制
に
お
け
る
協
調
を
求
め
ら
れ
た
。



戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（山口）

し
か
し
大
戦
後
、
連
邦
諸
国
や
独
立
諸
国
は
、
大
戦
中
に
膨
大
に
蓄
積
し
（
約
一

三
〇
億
ド
ル
相
当
）
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
経
常
赤
字
支
払
に
充
て
て
も
残
る
ス
タ
ー

リ
ン
グ
残
商
（
9
㊦
島
口
σ
q
じ
d
臨
雪
8
）
を
使
っ
て
、
自
ら
の
ド
ル
収
入
以
上
に
ロ

ン
ド
ン
の
中
央
準
備
か
ら
ド
ル
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
。
つ
ぎ
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

國
を
は
じ
め
と
す
る
ド
ル
圏
（
U
o
蕾
殉
》
お
四
）
と
呼
ば
れ
た
西
半
球
の
国
々
と

の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
「
ア
メ
り
力
勘
定
（
》
白
Φ
瓢
。
β
。
口

＞
o
o
o
β
謀
〉
冨
鋤
と
国
と
さ
れ
た
（
カ
ナ
ダ
は
別
勘
定
に
置
か
れ
た
）
。
こ
れ
ら

の
国
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
と
の
取
引
の
際
に
は
、
相
手
方
が
要
求
す
れ
ば
当

然
ド
ル
が
支
払
わ
れ
た
。
ス
タ
…
リ
ン
グ
エ
リ
ア
に
も
ド
ル
圏
に
も
属
さ
な
い
欧

州
・
ア
ジ
ア
・
中
東
な
ど
の
国
々
は
次
の
二
つ
の
勘
定
に
分
類
さ
れ
た
。
一
つ
は

決
済
・
準
備
通
貨
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
入
れ
る
門
振
替
可
能
勘
定

（
↓
「
餌
P
ω
｛
⑦
冠
四
げ
一
Φ
　
＞
O
O
O
凶
聞
θ
〉
「
r
自
簿
）
」
国
（
一
九
五
〇
年
初
め
、
イ
タ
リ
ア
・
オ

ラ
ン
ダ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
エ
ジ
プ
ト
・
チ
リ
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
タ
イ
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
）
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
国
は
獲
得
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
（
そ
の
一
部
）
を
、
ド
ル
エ
リ
ア
と
の

決
済
に
は
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
他

の
門
振
替
可
能
勘
定
扁
国
と
の
決
済
に
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
事

実
上
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
と
門
振
替
可
能
勘
定
扁
国
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

多
角
決
済
圏
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
国
は
「
双
務
協
定
勘
定

（
切
団
一
餌
［
Φ
汽
四
｝
＞
O
O
O
¢
鐸
膏
ω
）
」
国
（
主
な
と
こ
ろ
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ス

イ
ス
）
と
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
代
表
し
て
双
務
支
払
協

定
を
結
ん
で
い
た
。
獲
得
し
た
互
い
の
通
貨
は
基
本
的
に
は
、
相
互
の
取
引
に
の

み
に
使
う
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
ら
の
国
に
対
す
る
赤
字
を
ス
タ
ー
り

ン
グ
で
な
く
金
ド
ル
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
結
局
失
敗
に
終
っ
た
が
、
～
九
四
七
年
七
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
園
復

（
o
o
ロ
＜
Φ
三
げ
惣
受
）
は
次
の
や
り
方
で
行
わ
れ
た
。
「
双
務
協
定
勘
定
扁
国
を

「
振
替
可
能
勘
定
」
国
に
し
、
「
振
替
可
能
勘
定
」
国
に
は
、
保
有
す
る
ス
タ
ー

リ
ン
グ
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
や
「
振
替
可
能
勘
定
」
国
と
の
取
引
だ
け
で
な

く
「
ア
メ
リ
カ
勘
定
」
国
と
の
取
引
に
も
用
い
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

対
米
輸
入
数
量
差
別
撤
廃
（
ぎ
二
丁
ω
。
ユ
白
ぎ
畿
。
昌
）
と
併
せ
、
通
商
・
通
貨
の

多
角
主
義
の
実
現
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
　
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
＝
つ
の
世
界
経
済
（
o
コ
？
≦
o
「
置
8
§
o
ヨ
＜
）
」

（一

j
　
一
九
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
、
ワ
シ
ン
ト
ン
英
米
加
経
済
協
議

　
一
九
四
八
年
秋
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
の
経
済
活
動
は
鈍
化
し
、
そ
れ
に
よ
る
～
次
産
品
の
輸
入
減
退
、
価
格
低
下
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

の
ド
ル
収
入
を
減
少
さ
せ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
対
米
収
支
も
悪
化
し
、
四
九
年
春
に
な
る
と
ド
ル
流
失
の
速
度
が
急
激
に
上
が
り
は
じ

め
る
。
そ
の
ま
ま
で
は
年
末
に
金
ド
ル
準
備
が
底
を
つ
く
勢
い
と
な
っ
た
。
財
務
長
官
ス
ナ
イ
ダ
ー
（
言
ぎ
芝
・
ω
尊
号
H
）
を
筆
頭
に
ト
ル
！
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マ
ン
政
権
は
、
危
機
の
原
因
を
労
働
党
の
国
内
政
策
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
と
競
争
力
低
下
に
あ
る
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
引
き
締
め
政
策
と
ポ
ン
ド

切
下
げ
を
要
求
し
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ポ
ン
ド
切
下
げ
要
求
も
結
果
と
し
て
金
ド
ル
流
失
に
拍
車
を
か
け
た
。
他
方
、
四
七
年
に
続
き

ポ
ン
ド
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
ア
ト
リ
ー
内
閣
に
と
っ
て
、
四
七
年
危
機
以
来
進
め
て
き
た
「
ド
ル
援
助
自
立
（
匹
。
一
一
強
く
一
山
び
障
2
）
」
政

策
と
い
う
、
ド
ル
収
支
改
善
を
中
心
と
す
る
経
済
政
策
の
限
界
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
競
争
力
強
化
や
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
必

要
を
認
め
な
が
ら
も
、
危
機
の
主
因
を
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
に
あ
る
と
し
、
ア
メ
リ
カ
が
黒
字
国
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
さ
な
い
の
で

あ
れ
ば
世
界
的
な
ド
ル
不
均
衡
は
解
消
し
な
い
と
み
て
い
た
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
斜
な
る
ド
ル
援
助
を
請
う
こ
と
で
、
ア
メ

リ
カ
の
「
第
一
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
は
な
く
「
欧
州
の
単
な
る
～
員
」
に
甘
ん
じ
る
か
、
も
し
く
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
ド
ル
圏
と
切

り
離
し
排
他
的
閉
鎖
経
済
圏
と
す
る
「
二
つ
の
世
界
経
済
（
寒
9
ぎ
ま
①
。
§
。
ヨ
蜜
）
」
の
選
択
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
ア
ト
リ
ー
政
権
に
と
っ
て
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
に
展
望
が
な
い
こ
と
も
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
経
済
官
庁
な
ど

は
当
初
か
ら
冷
淡
で
あ
っ
た
が
、
確
か
に
四
七
年
の
ポ
ン
ド
危
機
以
来
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
は
、
英
連
邦
、
西
欧
諸
国
、
植
民
地
を
結
集
し
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
自
立
し
た
経
済
グ
ル
ー
プ
の
構
築
が
脚
光
を
浴
び
る
場
面
が
あ
っ
た
。
だ
が
四
九
年
初
頭
か
ら
外
務
省
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
世

界
戦
略
の
検
討
は
、
そ
う
し
た
経
済
連
合
を
推
進
し
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
に
対
抗
し
か
つ
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
経
済
的
自
立
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
ま
た
安
全
保
障
上
か
ら
も
後
戻
り
で
き
な
い
ほ
ど
に
欧
州
の
経
済
統
合
に
イ
ギ
リ
ス
を
結
び
付
け
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
論
じ
て
い

①た
。
植
民
地
資
源
の
大
規
模
な
動
員
も
、
そ
の
推
進
に
不
可
欠
な
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
の
資
金
・
物
資
供
給
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
大
蔵
省
な
ど
が
、
植
民
地
開
発
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
収
支
安
定
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
四
九

年
に
は
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
実
態
は
消
極
的
な
金
融
・
貿
易
へ
の
統
制
に
よ
る
ド
ル
吸
い
上
げ
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
誰
の
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ポ
ン
ド
危
機
を
受
け
七
月
目
開
か
れ
た
英
連
邦
蔵
相
会
議
で
各
国
は
、
ド
ル
輸
入
の
二
五
％
削
減

に
は
歩
調
を
あ
わ
せ
た
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
を
筆
頭
に
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
を
目
指
す
よ
う
な
政
策
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
に
英
連
邦
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
各
国
が
追
従
し
な
け
れ
ば
、
経
済
的
に
弱
体
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
大
国
の
地
位
を
維
持
で
き
ず
、
ア
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戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（由口）

メ
リ
カ
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
見
な
さ
れ
な
く
な
る
と
外
務
省
は
危
惧
し
た
。
ま
た
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
は
、
冷
戦
下
の
西
側
世
界
を
経

済
的
に
分
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
北
大
西
洋
条
約
、
西
欧
同
盟
〔
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
〕
、
英
連
邦
の
結
束
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
政

治
的
、
戦
略
的
に
不
可
欠
な
必
要
」
を
掘
り
崩
す
と
指
摘
さ
れ
た
。
他
方
、
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
景
気
変
動
の
影
響

を
遮
断
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
短
期
的
に
は
国
内
の
厳
し
い
耐
乏
や
生
産
低
下
と
そ
れ
に
伴
う
失
業
が
、
長
期
的
に
は
低
い
生
活
水
準
が

必
至
で
あ
っ
た
。
結
局
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
再
建
と
繁
栄
は
北
米
と
結
び
つ
い
て
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

経
済
的
に
も
「
西
側
体
制
」
の
な
か
で
生
き
て
ゆ
く
こ
と
を
結
論
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
圏
内
経
済
の
拡
張
政
策
や
完
全
雇
用
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
対
外
収
支
を
均
衡
さ
せ
、
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
に
参
加
す
る
こ
と
は

労
働
党
政
権
に
と
っ
て
簡
単
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
蔵
相
ク
リ
ッ
プ
ス
（
ω
群
ω
§
す
儒
○
昔
甥
）
は
、
「
一
つ
の
世

界
経
済
」
の
目
標
を
維
持
し
、
そ
れ
に
向
け
英
米
双
方
が
建
設
的
行
動
を
模
索
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ
は
戦
後
世
界
経
済
の
現

実
を
踏
ま
え
て
、
通
貨
交
換
性
回
復
や
対
米
輸
入
差
別
撤
廃
へ
の
条
件
を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
を
話
し
合
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は

ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
を
回
復
す
る
こ
と
が
そ
の
第
一
歩
と
理
解
さ
れ
た
。
労
働
党
内
閣
に
と
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
国
際
通
貨
と
し
て
の

役
割
を
再
検
討
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
信
認
が
崩
れ
れ
ば
世
界
経
済
は
混
乱
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
英
連

邦
に
と
っ
て
全
く
利
益
に
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
「
ド
ル
援
助
自
立
」
を
根
幹
に
据
え
た
経
済
政
策
の

継
続
を
確
認
す
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
が
高
い
貿
易
水
準
の
も
と
ド
ル
世
界
と
安
定
的
関
係
を
築
き
、
経
済
活
動
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
と
確
認
し
、
そ
の
支
援
を
得
る
た
め
九
月
、
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ッ
プ
ス
と
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
（
国
旨
①
。
・
け
c
d
Φ
蕊
⇒
）
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
か
う
の
で
あ
っ
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
英
米
加
経
済
協
議
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
は
高
い
レ
ベ
ル
の
国
際
貿
易
に
頼
っ
て
」
お
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

リ
ア
が
ド
ル
世
界
と
と
も
に
単
一
の
多
角
シ
ス
テ
ム
で
生
き
て
ゆ
く
目
標
に
変
更
は
な
い
と
表
明
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
〔
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ

ア
と
〕
西
半
球
と
の
可
能
な
限
り
高
い
貿
易
関
係
を
安
定
的
に
維
持
す
る
方
法
」
を
見
出
す
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
マ
！
シ
ャ
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ル
援
助
終
了
時
ま
で
に
ド
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
だ
と
訴
え
た
。
そ
こ
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
ポ
ン
ド
切
下
げ
（
一
ポ
ン

ド
、
四
・
〇
ミ
ド
ル
か
ら
二
心
○
ド
ル
に
）
を
表
明
し
、
加
え
て
、
ド
ル
収
支
改
善
に
向
け
た
コ
ス
ト
削
減
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
ド
ル
圏
へ
の
輸

出
促
進
を
約
束
し
た
。
そ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
側
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
米
差
別
を
黙
認
し
、
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル

収
入
拡
大
に
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
合
意
の
実
現
に
向
け
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
英
米
加
継
続
経
済
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
諺
し
d
O
6
山
一
犀
o
o
）
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
続
く
＝
月
一
日
、
O
E
E
C
（
欧
州
経
済
協
力
機
構
）
閣
僚
理
事
会
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
含
ま
な
い
経
済
統
合
構
想
を
で
き
る

限
り
好
意
的
に
支
持
す
る
し
、
そ
う
し
た
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
あ
い
だ
で
の
何
ら
か
の
協
力
関
係
も
考
慮
す
る
が
、
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
の
将

来
は
世
界
規
模
の
多
角
貿
易
体
制
を
圃
復
す
る
国
際
的
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
反
す
る
よ
う
な
欧

州
経
済
統
合
に
は
コ
ミ
ッ
ト
で
き
な
い
と
表
明
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
世
界
最
大
の
多
角
貿
易
圏
で
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

を
守
る
の
が
世
界
貿
易
へ
の
貢
献
で
あ
る
こ
と
も
強
調
し
た
。
ク
リ
ッ
プ
ス
の
演
説
は
、
欧
州
経
済
協
力
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
「
ド
ル
獲

得
・
節
約
の
機
会
を
西
欧
諸
国
の
た
め
に
は
犠
牲
に
し
な
い
」
と
の
立
場
で
対
応
し
、
特
に
「
ド
ル
圏
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
と
の
均
衡
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

復
」
を
妨
げ
る
よ
う
な
「
経
済
統
合
」
に
は
加
わ
ら
な
い
こ
と
の
明
確
な
表
明
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ア
ト
リ
ー
内
閣
の
＝
つ
の
世
界
経
済
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
は
、
長
期
的
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
本
音
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
ド
ル
圏
差
別
の
容
認
に
満
足
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
に
安
住
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
む
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
理
解
は
不
十
分
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト

ン
協
議
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ド
ル
は
世
界
貿
易
に
お
け
る
中
核
通
貨
で
あ
り
」
、
そ
の
エ
リ
ア
間
の
収
支
問
題
は
西
側
世

界
に
と
っ
て
「
根
本
的
関
心
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
駐
米
大
使
フ
ラ
ン
ク
ス
（
ω
蹄
○
臣
く
①
居
閃
鑓
湿
訴
）
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権

が
、
西
側
経
済
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
重
要
性
を
確
認
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
ド
ル
援
助
自
立
」
政
策
へ
の

支
援
に
前
向
き
に
な
っ
た
と
理
解
し
た
。
さ
ら
に
「
〔
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
の
結
果
と
は
〕
英
米
加
三
国
が
一
致
す
れ
ば
、
西
側
世
界
の
経
済
と
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戦後イギリスの世界戦略とf一つの世界経済」構想（山口）

貿
易
構
造
を
再
構
築
」
で
き
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
を
「
単
な
る
欧
州
の
～
員
で
な
く
、
．
世
界
問
題
に

お
け
る
第
一
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
見
な
し
た
と
評
価
し
た
。
ま
た
大
蔵
省
な
ど
は
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
は
二
つ
の
世
界
経
済
〔
の
発
想
〕
で

あ
り
」
、
「
一
つ
の
世
界
経
済
〔
の
実
現
〕
は
英
米
の
取
り
決
め
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
大
蔵
省
の
ロ
ー
ワ
ン
（
ω
二
心
①
践
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

幻
。
≦
き
）
が
派
遣
さ
れ
る
英
米
加
継
続
経
済
協
議
（
〉
ゆ
○
日
鉱
ぽ
ω
）
に
強
く
期
待
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
＝
一
月
、
O
E
E
C
に
提
出
し

た
文
書
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
、
西
欧
諸
国
、
そ
の
植
民
地
な
ど
非
ド
ル
世
界
と
、
北
米
と
の
結
節
点
で
あ
る
「
イ
ギ

リ
ス
〔
の
中
央
準
備
を
強
化
す
る
こ
と
〕
、
す
な
わ
ち
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
強
く
な
け
れ
ば
世
界
規
模
の
多
角
主
義
シ
ス
テ
ム
は
問
題
外
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ド
ル
援
助
自
立
」
が
世
界
規
模
の
通
商
・
通
貨
の
多
角
主
義
実
現
に
不
可
欠
な
第
一
歩
だ
と
宣
言
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
確
か
に
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
西
側
経
済
構
想
を
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
多
角
主
義
を
信
奉
す
る
経
済
思
想
か
ら
自
ら
積
極
的
に
打
ち
出
し

た
と
い
う
の
で
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
と
繁
栄
、
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
が
、

「
一
つ
の
世
界
経
済
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
西
側
経
済
の
構
築
と
結
び
つ
く
と
の
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ

ン
グ
の
強
化
を
中
心
に
据
え
た
対
外
経
済
政
策
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ

わ
れ
は
続
い
て
、
そ
う
し
た
西
側
経
済
構
想
を
踏
ま
え
ア
ト
リ
ー
政
権
に
お
い
て
行
わ
れ
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
の
具
体
的
模
索
を
検
討
す
る
。

そ
れ
は
、
英
米
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
協
議
」
に
む
け
て
の
議
論
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
少
し
先
走
っ
て
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
今
述
べ
て
き

た
よ
う
な
西
側
経
済
を
構
想
す
る
裏
に
は
、
「
ア
メ
リ
カ
が
欧
州
政
策
の
軸
を
フ
ラ
ン
ス
も
し
く
は
ド
イ
ツ
に
お
く
」
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が

「
ア
メ
リ
カ
の
第
一
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
地
位
を
失
う
こ
と
へ
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
＝
つ
の
世
界
経
済
」
の
考
え
に
基
づ
く
西

側
経
済
構
築
を
目
指
し
、
そ
の
も
と
で
欧
州
経
済
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
は
、
統
合
欧
州
が
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
っ
て
代
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
い
よ
う
、
欧
州
経
済
協
力
の
あ
り
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
論
理
を
そ
こ
に
持
つ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
次
節
に
続
き
検
討
し
て
ゆ

き
た
い
。
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（
二
）
　
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
協
議
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ワ
シ
ン
ト
ン
の
ロ
ー
ワ
ン
は
一
九
五
〇
年
二
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
の
西
側
経
済
の
全
般
的
問
題
を
検
討
す
る
よ

う
国
務
長
官
ア
チ
ソ
ン
（
一
）
Φ
9
昌
＞
O
び
Φ
し
o
O
コ
）
に
指
示
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
ま
た
そ
う
し
た
流
れ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
で
は
、
特
に
通
貨
交
換

性
回
復
や
対
米
輸
入
差
別
撤
廃
を
念
頭
に
、
英
米
問
の
実
際
的
な
政
策
合
意
が
必
要
と
の
考
え
が
出
て
い
る
と
し
た
。
加
え
て
、
ス
タ
ー
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

グ
残
高
や
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
政
策
、
さ
ら
に
国
内
政
策
も
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
ロ
ー
ワ
ン
は
報
告
す
る
。
こ
の
報
告
を
契
機
に

ア
ト
リ
ー
政
権
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
経
済
・
金
融
政
策
の
基
本
的
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
英
米
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

（
閃
琶
詠
ヨ
①
暮
巴
ω
）
」
協
議
（
第
一
回
冒
は
五
〇
年
六
月
に
行
わ
れ
た
）
に
む
け
て
の
議
論
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
ロ
ー
ワ
ン
報
告
を
受
け
た
大
蔵
省
は
、
英
米
両
国
は
国
際
経
済
の
展
望
を
話
し
合
い
、
政
治
・
軍
事
面
と
同
様
、
経
済
面
に
お
い
て
も
目
標

を
共
有
し
、
実
際
的
政
策
合
意
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
立
場
を
示
す
。
特
に
ド
ル
不
足
や
ス
タ
ー
リ

ン
グ
残
高
処
理
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
イ
ギ
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
将
来
は
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
影
響
さ
れ
る
わ
け
で
、
「
〔
両
国
の

経
済
・
金
融
政
策
の
〕
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
」
な
問
題
を
話
し
合
う
機
会
を
逃
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。
五
二
年
の
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助

終
了
時
に
イ
ギ
リ
ス
は
い
か
な
る
枠
組
み
で
、
ま
た
い
か
な
る
レ
ベ
ル
で
自
立
す
る
の
か
対
等
な
立
場
で
話
し
合
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
議
題
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
と
対
米
輸
入
差
別
撤
廃
へ
の
展
望
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
黒
字
是
正
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

処
理
と
ア
メ
リ
カ
の
援
助
な
ど
が
想
定
さ
れ
た
。
ま
た
国
内
政
策
の
議
論
も
避
け
る
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
た
。
外
務
省
な
ど
と
の
協
議
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
と
の
話
し
合
い
に
応
じ
る
旨
が
ロ
ー
ワ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
四
月
に
か
け
、
当
局
者
が
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
呼
ん
だ
英
米
協
議
に
向
け
て
の
検
討
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
大
蔵
省
の
対
外
金
融
局
（
○
く
Φ
H
ω
Φ
P
o
σ
国
一
⇒
餌
昌
O
Φ
H
U
一
く
一
Q
o
陣
○
昌
）
が
中
心
と
な
り
、
対
外
経
済
政
策
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
文
書
が
ま
と

め
ら
れ
る
。
文
書
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
三
つ
の
選
択
が
あ
る
と
し
た
。
一
つ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
国
際
通
貨
と
し
て
の
役
割
の
放
棄
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で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
選
択
が
あ
り
得
な
い
こ
と
は
雷
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
二
つ
目
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
閉
鎖
ブ
ロ
ッ
ク
化
で
あ

っ
た
が
、
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
を
通
し
て
最
終
的
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
結
論
を
変
更
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
ス

タ
ー
リ
ン
グ
が
国
際
通
貨
と
し
て
留
ま
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
見
地
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
目
標
は
交
換
性
回
復
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
戦
後
世
界
の
ド
ル
不
足
構
造
は
簡
単
に
は
解
消
し
な
い
の
で
、
交
換
性
圓
復
後
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
外
貨
プ
ー
ル
を
守
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
対
ド
ル
圏
差
別
も
含
む
輸
入
・
為
替
政
策
で
の
緊
密
な
協
調
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
交
換
性
回
復
へ
の
具
体
的
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
金
融
・
経
済
政
策
の
方
針
は
ど
う
語
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
文
書
は
、
交
換
性
回
復
実
現
へ
の
核
心
と
な
る
の
は
、
ド
ル
不
足
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
「
過
剰
」
の
解
消
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
こ

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
政
策
と
し
て
三
つ
の
柱
を
挙
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
完
全
雇
用
や
国
内
経
済
の
拡
大
を
犠
牲
に
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
を
抑
え
国
内
政
策
へ
の
信
任
を
維
持
し
、
ド
ル
獲
得
・
節
約
を
継
続
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

処
理
（
帳
消
し
、
凍
結
）
に
取
り
組
み
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
、
第
三
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
黒
字
国
と
し
て
の
役
割
を
果

す
よ
う
要
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
期
限
を
約
束
し
、
一
夜
に
し
て
交
換
性
回

復
を
実
現
す
る
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
わ
け
で
、
重
要
な
の
は
、
交
換
性
回
復
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
に
関
心
を
向
け
な
が
ら
ス
タ
ー
リ

ン
グ
強
化
の
た
め
の
英
米
協
力
を
追
求
す
る
こ
と
だ
と
論
じ
た
。
ま
た
、
「
振
替
可
能
」
勘
定
の
拡
大
な
ど
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
決
済
の
拡
大
や
そ
の
柔
軟
な
運
用
は
、
漸
進
的
で
あ
る
が
交
換
性
國
復
へ
の
着
実
な
道
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
も
い
う
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
英
米
の
事
務
レ
ベ
ル
で
率
直
な
議
論
を
行
い
、
二

回
目
の
閣
僚
レ
ベ
ル
の
経
済
協
議
に
進
ん
で
ゆ
く
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
文
書
は
省
間
会
議
で
支
持
さ
れ
、
対
米
協
議
に
用
い
る
も
の
と

し
て
閣
僚
の
承
認
を
得
る
べ
く
、
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
（
E
P
C
）
文
書
と
し
て
準
備
し
た
い
旨
が
ク
リ
ッ
プ
ス
と
経
済
担
当
大
臣
ゲ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ケ
ル
（
野
σ
q
げ
O
聾
降
Φ
5
に
伝
え
ら
れ
た
。
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ク
リ
ッ
プ
ス
の
補
佐
と
し
て
、
特
に
対
外
経
済
政
策
で
は
中
心
に
立
つ
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
で
あ
っ
た
が
、
省
間
委
員
会
に
よ
る
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
ズ
」
文
書
の
議
論
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
交
換
性
画
復
を
具
体
的
に
議
論
す
る
よ
り
次
の
点
が
重
要
で
あ
る
と
主

張
し
た
。
そ
れ
は
中
央
準
備
額
が
安
定
す
る
こ
と
、
金
ド
ル
流
失
を
阻
止
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
自
ら
が
ド
ル
黒
字
解
消
に
取
り
組
み
、

景
気
後
退
を
防
ぐ
こ
と
の
三
点
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
燃
料
動
力
相
で
あ
っ
た
が
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
一
月
、
政
府
の
経
済
政
策
目
標
で
あ
る

完
全
雇
用
維
持
と
対
外
収
支
・
ド
ル
収
支
改
善
に
は
、
経
済
の
「
計
画
」
的
運
営
が
必
要
で
、
対
外
経
済
運
営
で
い
う
な
ら
ば
そ
の
た
め
の
有

力
な
手
段
で
あ
る
輸
入
・
為
替
管
理
が
必
要
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
メ
モ
に
は
、
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
が
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
の

波
及
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
る
労
働
党
閣
僚
の
意
識
が
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
「
計
画
」
を
放
棄
す
る
な
ら
ば
労
働
党
政
権
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
の
意
義
が
失
わ
れ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
姿
勢
に
対
し
大
蔵
官
僚
は
、
段
階
的
に
で
も
ド
ル
交
換
性
の
要
素

を
増
さ
な
け
れ
ば
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
崩
壊
す
る
と
論
じ
た
。
金
ド
ル
準
備
の
強
化
は
最
も
重
要
で
あ
る
し
、
対
米
輸
入
差
別
の
撤
廃

は
相
当
先
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
多
角
主
義
の
実
現
と
い
う
最
終
目
標
に
向
か
う
道
筋
を
示
す
用
意
を
み
せ
な
が
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化

に
必
要
な
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
官
僚
と
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の

あ
い
だ
で
は
、
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
文
書
に
つ
い
て
や
り
取
り
が
続
く
が
、
そ
の
議
論
に
は
完
全
雇
用
や
国
内
政
策
を
め
ぐ
る
両
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

姿
勢
の
差
が
影
を
投
げ
か
け
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
四
月
末
、
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
最
終
文
書
が
完
成
し
、
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
。
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
五
〇
年
に
入
り

金
ド
ル
準
備
の
回
復
が
み
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
・
為
替
政
策
に
つ
い
て
、
特
に
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
基
本
的
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
ス
ナ
イ
ダ
ー
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
こ
と
も
考
え
併
せ
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
協
議
に
応
じ
た
い
と
し
た
の
で
あ

る
。
国
内
政
策
へ
の
干
渉
は
容
認
し
が
た
い
が
、
国
内
政
策
と
対
外
金
融
政
策
が
切
り
離
せ
な
い
現
状
で
あ
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
を
明

確
に
す
る
た
め
に
も
互
い
の
国
内
政
策
の
議
論
は
避
け
ら
れ
な
い
と
ク
リ
ッ
プ
ス
は
み
て
い
た
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
字
是
正
、
ス
タ
ー

リ
ン
グ
残
高
処
理
、
東
南
ア
ジ
ア
開
発
、
交
換
性
園
復
と
対
米
輸
入
差
別
撤
廃
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
策
を
話
し
合
う
と
し
た
。
た
だ
し
付
属

12 （444）
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メ
モ
に
は
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
主
張
も
反
映
さ
れ
、
交
換
性
回
復
に
関
し
て
英
米
で
議
論
す
る
際
、
国
内
政
策
の
自
立
を
脅
す
こ
と
が
な
い
だ
け
の

対
外
収
支
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
、
永
続
的
な
対
ド
ル
圏
均
衡
の
確
立
、
ア
メ
リ
カ
が
黒
字
国
と
し
て
役
割
を
果
す
必
要
、
と
い
う
三
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

点
を
強
調
す
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ト
リ
ー
政
権
に
お
け
る
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
議
論
は
、
完
全
雇
用
政
策
と
の
緊
張
を
は
ら
ん
で
い
た
。
し
か
し
そ
の
議
論
が
、
ア

メ
リ
カ
と
の
協
力
を
軸
に
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
の
模
索
で
あ
れ
ば
大
蔵
官
僚
の
議
論
が
や
は
り
説
得
力
を
持
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
何
よ

り
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
、
国
際
経
済
構
想
を
踏
ま
え
た
議
論
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
じ
時
期
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
欧
州

決
済
同
盟
構
想
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ド
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
主
導
的
役
割
を
果
す
西
側
経
済
構
想
と
、
そ
れ
に
向
け
た
「
ド
ル
援
助

自
立
」
政
策
へ
の
影
響
を
考
慮
の
中
心
に
お
い
て
対
応
し
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
続
い
て
こ
の
こ
と
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

（
三
）
　
「
欧
州
決
済
同
盟
（
E
p
u
　
m
耳
。
℃
Φ
聖
℃
p
《
∋
Φ
£
ω
C
コ
一
〇
コ
）
」
構
想

　
～
九
四
九
年
｝
○
月
末
、
O
E
E
C
閣
僚
理
事
会
の
席
上
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
協
力
庁
（
E
C
A
）
長
官
ホ
フ
マ
ン
（
評
巳
国
。
｛
ぎ
き
）
は
一

層
の
欧
州
経
済
統
合
を
訴
え
、
具
体
的
に
は
単
一
欧
州
市
場
の
実
現
に
向
け
て
、
数
量
観
望
撤
廃
と
双
務
支
払
協
定
網
の
打
破
を
主
張
し
た
。

＝
月
末
E
C
A
は
次
期
欧
州
決
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
欧
州
多
角
決
済
構
想
を
提
案
す
る
。
各
国
は
も
は
や
個
別
双
務
的
に
決
済
を
行
う
の

で
は
な
く
、
決
済
同
盟
に
債
権
・
債
務
を
集
約
し
、
同
盟
と
の
み
決
済
を
行
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
金
ド
ル
支
払
を
緩
和
す
る
た
め
、
同

盟
に
対
す
る
赤
字
の
一
部
に
は
信
用
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
か
ら
も
言
忌
ド
ル
が
拠
出
さ
れ
る
と
し
た
。
五
〇
年
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
O
E
E
C
の
場
で
本
格
的
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。

　
国
内
政
策
へ
の
影
響
を
警
戒
す
る
労
働
党
閣
僚
に
と
っ
て
は
ま
ず
、
金
ド
ル
支
払
の
必
要
、
赤
字
国
の
経
済
調
整
義
務
や
そ
れ
を
勧
告
・
監

督
す
る
運
営
機
関
の
権
限
と
超
国
家
性
、
そ
し
て
赤
字
国
に
と
り
差
別
的
輸
入
数
量
制
限
が
難
し
く
な
り
デ
フ
レ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

三
点
が
決
済
同
盟
構
想
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
の
よ
り
大
き
な
議
論
は
、
決
済
同
盟
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
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の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
「
振
替
可
能
勘
定
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
双
務
支
払

協
定
国
に
つ
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
監
督
の
も
と
認
め
ら
れ
た
振
替
シ
ス
テ
ム
（
匿
睡
臥
鋒
当
寺
ツ
霧
ω
｛
Φ
H
）
に
よ
っ
て
、
O
E
E
C
諸
国
間
や

O
E
E
C
諸
国
と
ア
ジ
ア
・
中
出
な
ど
と
の
決
済
を
担
っ
て
い
た
。
世
界
貿
易
の
三
三
％
、
サ
ー
ビ
ス
取
引
な
ど
を
含
め
る
と
五
〇
％
が
ス

タ
ー
リ
ン
グ
で
決
済
さ
れ
て
い
た
。
決
済
同
盟
は
そ
う
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
も
つ
國
際
通
貨
と
し
て
の
役
割
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸

念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
決
済
同
盟
が
成
立
す
れ
ば
、
欧
州
内
決
済
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
独
自
の
役
割
は
否
定
さ
れ
、
他
の
欧
州
通
貨
と
全
く
同

じ
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
欧
州
各
国
が
様
々
な
か
た
ち
で
過
去
に
入
手
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
や
欧
州
外
か
ら
流
入
し
た
ス
タ
ー

リ
ン
グ
を
多
角
決
済
に
持
ち
込
め
ば
イ
ギ
リ
ス
は
同
盟
に
対
し
赤
字
と
な
る
危
険
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
一
方
的
な
ス
タ
ー

リ
ン
グ
残
高
の
凍
結
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
国
際
通
貨
と
し
て
の
信
用
を
傷
つ
け
、
O
E
E
C
諸
国
と
ア
ジ
ア
・
中
東
な
ど
と
の
貿
易
を
阻
害

す
る
と
危
惧
さ
れ
た
。
特
に
大
蔵
省
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
そ
う
し
た
点
か
ら
決
済
同
盟
構
想
へ
強
く
反
対
し
、
む
し
ろ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
る
多
角
決
済
機
能
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
末
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
を
待
っ
て
再
び
交
渉
は
動
き
出
し
た
。
三
月
イ
ギ
リ
ス
は
独
自
の
案
を
示
す
。
そ
れ
は
、
O
E
E
C
各
国
と
イ

ギ
リ
ス
と
の
支
払
・
金
融
協
定
を
維
持
し
、
決
済
同
盟
と
現
状
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
の
並
存
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
準
備
通
貨
と
し
て
欧
州
諸
国
に
保
有
さ
れ
る
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
E
C
A
案
に
つ
い
て
大
蔵
省
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
貿
易
の
五
分
の
一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
欧
州
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
、
従
来
の
支
払
・
金
融
協
定
な
ら
極
力
排
除
で
き
た
金
ド

ル
流
失
の
危
険
を
冒
す
わ
け
で
、
そ
れ
は
「
交
換
性
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
反
す
る
」
と
し
た
。
そ

れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
案
は
「
〔
多
角
主
義
の
実
現
と
い
う
〕
わ
れ
わ
れ
の
長
期
目
標
に
沿
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
強
化
し
（
中
略
）
、
マ
ー
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ル
計
画
後
に
適
し
た
も
の
」
と
論
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
、
ド
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
主
導
的
役
割
を
果
す
西

側
経
済
体
制
と
、
そ
れ
に
向
け
た
「
ド
ル
援
助
自
立
」
政
策
に
と
っ
て
決
済
同
盟
構
想
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で

　
⑳

あ
る
。
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戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（山口）

　
三
月
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
黙
諾
は
、
欧
州
の
再
建
は
自
由
世
界
の
安
定
と
い
う
課
題
の
一
部
で
し
か
な
い
と
の
論
説
を
掲
載
し
て
い
た
。
欧
州

が
西
半
球
と
の
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
に
は
、
ア
ジ
ア
な
ど
欧
州
以
外
の
地
域
の
再
建
や
大
戦
前
の
よ
う
な
三
角
貿
易
の
復
活
が
必
要
で
あ
り
、

E
C
A
が
主
張
す
る
欧
州
単
～
市
場
の
も
と
で
の
競
争
促
進
や
生
産
性
向
上
は
ド
ル
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
十
分
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
際
通
貨
ス

タ
ー
リ
ン
グ
の
役
割
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
開
発
に
お
け
る
英
連
邦
の
政
策
が
～
層
重
要
に
な
る
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
欧
州
決
済

同
盟
は
ド
ル
市
場
へ
の
輸
出
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
ソ
フ
ト
カ
レ
ン
シ
ー
エ
リ
ア
の
形
成
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
警
告
し
て
い
た
。
論
説
は
、

イ
ギ
リ
ス
や
西
欧
諸
国
に
と
っ
て
ド
ル
収
支
改
善
が
当
面
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
先
に
あ
る
西
側
経
済
誌
と
し
て
、
欧
州

経
済
統
合
と
対
抗
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
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そ
う
し
た
主
張
の
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景
に
は
、
労
働
党
の
国
内
政
策
が
な
お
も
イ
ン
フ
レ
気
味
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で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
信
認
強
化
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
の
考
え
方
が
あ

　
つ
た
。
「
通
貨
交
換
性
回
復
、
対
ド
ル
輸
入
差
別
撤
廃
と
雪
つ
の
世
界
経
済
蜘

　
へ
向
け
た
議
論
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
ロ
ン
ド
ン
で
も
浮
上
し
」
、
そ
の
第
～
段
階

　
と
し
て
双
務
決
済
の
放
棄
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
「
振
替
可
能
〕
範
囲
の
拡
大
が
議

　
論
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
ま
た
そ
う
い
っ
た
議
論
と
並
行
し
て
、
大
蔵
省
や
イ
ン

　
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
か
ら
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
輸
出
競
争
力
強
化
、
統
制
緩
和
に
と

　
っ
て
失
業
率
の
低
さ
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
と
の
議
論
が
浮
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
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〇
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援
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込
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イ
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処
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筋
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狙
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困
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ω
刈
田
＼
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〇
G
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．
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艮
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⑦
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．
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9
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℃
○
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ゆ
「
」
り
α
ρ
○
》
切
蕊
ミ
b
⊃
圏
．
イ
ギ
リ
ス
と
O
E
E
C
各
国
と
の
従
来
の

　
支
払
協
定
に
お
い
て
金
ド
ル
決
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
超
過
分
だ
け
が
決
済

　
同
盟
に
拷
ち
込
ま
れ
、
他
の
通
貨
と
同
様
に
多
角
決
済
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

　
つ
た
。
つ
ま
り
、
多
角
決
済
に
持
ち
込
む
分
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
は

　
黒
字
国
と
な
る
よ
う
に
で
き
た
。

⑳
）
．
H
口
＃
9
出
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。
白
き
　
勺
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ヨ
魯
齢
ω
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甲
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団
　
じ
d
脅
話
ド
　
δ
　
甥
⑦
げ
．
　
這
O
O
”

　
閃
○
ω
『
一
＼
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Q
圃
一
〇
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ぎ
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話
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ー
も
α
日
障
ダ
　

一
〇
Q
　
哨
①
ぴ
．
　
H
Φ
α
ρ

　
鳴
○
ω
刈
一
＼
Q
◎
刈
一
〇
食
b
づ
ユ
①
｛
｛
9
0
H
首
唱
P
N
ω
頃
。
げ
■
一
〇
㎝
ρ
閃
○
ω
刈
一
＼
c
Q
刈
一
〇
分

　
．
国
霞
o
O
⑦
拶
ゆ
℃
9
罵
ヨ
㊦
艮
ω
む
巳
。
μ
、
”
渚
9
日
目
《
↓
「
Φ
器
焉
ざ
b
σ
O
嵩
置
■
一
⑩
伊
ρ

　
閃
○
ω
刈
一
＼
c
◎
刈
一
〇
Q
◎
9

⑳
　
兜
全
雇
用
維
持
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
國
際
通
貨
と
し
て
の
役
割
を
守
る
と
い

　
う
二
つ
の
原
則
に
立
っ
た
イ
ギ
リ
ス
案
は
E
C
A
の
考
え
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
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る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
妥
協
の
結
果
、
加
盟
国
は
決
済
同
盟
へ
の
黒
字
の
～

部
を
、
同
盟
の
帳
簿
上
の
債
権
と
し
て
で
な
く
ス
タ
ー
リ
ン
グ
で
も
保
有
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
ス
タ
…
リ
ン
グ
を
準
備
通
貨
と
し
て
持
ち
、
第
三
国
へ

の
支
払
に
利
用
す
る
仕
組
み
を
残
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
一
方
赤
字
国
は
同
盟
と
の

決
済
の
際
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
使
用
を
認
め
ら
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高

の
凍
結
は
避
け
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
残
高
使
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
イ
ギ

　
リ
ス
の
赤
字
を
難
視
す
る
譲
歩
も
示
さ
れ
た
。
加
え
て
、
信
用
の
大
き
さ
、
輸
入

　
数
量
制
限
の
行
使
、
国
内
政
策
へ
の
監
督
・
介
入
に
つ
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
へ
の
歩

　
み
寄
り
が
あ
っ
た
。
五
月
に
は
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

　
リ
ア
を
完
全
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
多
角
決
済
機
構
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
決
意
す

　
る
の
で
あ
っ
た
（
§
鴨
肉
8
ミ
ミ
魯
甘
器
ω
し
り
O
O
）
。

⑳
§
鳴
卑
§
§
艮
竃
繋
恋
属
お
O
ρ

第
二
章
　
欧
州
経
済
統
合
と
経
済
的
「
大
西
洋
共
同
体
」

戦後イギリスの世界戦略とf一つの世界経済」構想（且旧）

（
ご
　
ロ
ン
ド
ン
英
米
仏
外
相
会
議

　
本
節
で
は
五
〇
年
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
英
米
仏
外
相
会
議
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
会
議
の
中
心
テ
…
マ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
原
爆

実
験
成
功
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
な
ど
東
側
の
攻
勢
に
対
し
て
、
い
か
な
る
西
側
の
体
制
を
構
築
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
、

西
ド
イ
ツ
を
い
か
な
る
形
で
西
側
に
組
み
込
む
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
答
え
は
、
欧
州
統
合
で
は
な
く
大
西
洋
を
挟

む
関
係
を
軸
に
し
た
「
大
西
洋
共
同
体
（
≧
冨
葺
8
0
0
ヨ
ヨ
醤
ξ
）
」
と
い
う
枠
組
み
で
西
側
を
組
織
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ

の
「
大
西
洋
共
岡
体
」
に
よ
っ
て
の
み
ア
メ
リ
カ
の
西
欧
防
衛
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
保
で
き
、
西
ド
イ
ツ
を
安
定
的
に
組
み
込
め
る
か

ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
大
西
洋
共
同
体
」
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
規
模
の
役
割
を
維
持
し
、
ま
た
欧
州
統
合
の
圧
力
を
緩
和
し
つ
つ
な
お

西
欧
の
リ
ー
ダ
ー
に
留
ま
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
に
過
度
に
従
属
す
る
こ
と
な
く
大
国
と
し
て
重
き
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
ベ
ヴ
ィ
ン
は
閣
議
で
、
「
大
西
洋
共
同
体
」
路
線
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
外
相
会
議
の
目
標
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
ま
た
政
治
・
軍
事
面

と
同
様
に
、
「
大
西
洋
共
同
体
」
路
線
に
合
致
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
経
済
政
策
や
世
界
経
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
理
解
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

達
す
る
こ
と
も
重
要
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
政
平
内
で
は
、
経
済
的
「
大
西
洋
共
同
体
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
N
A
T
O
の
機
能
拡
17 （449）



大
を
軸
に
し
た
西
側
経
済
の
組
織
化
議
論
が
浮
上
し
て
い
た
。

　
英
米
の
事
前
事
務
協
議
が
始
ま
る
と
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
通
貨
交
換
性
回
復
と
対
米
差
別
撤
廃
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
に
向
け

ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
を
継
続
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が
、
英
連
邦
だ
け
で
な

く
西
側
経
済
全
体
を
支
え
る
と
強
調
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
外
務
省
は
、
「
西
側
で
の
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
る
最
も
望
ま
し
い
基
盤
で
あ

る
」
北
大
西
洋
条
約
の
第
二
条
に
基
づ
く
政
治
・
経
済
協
力
の
発
展
を
歓
迎
す
べ
き
と
し
、
さ
ら
に
、
「
大
西
洋
共
同
体
」
に
経
済
面
で
何
ら

か
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
議
論
し
は
じ
め
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
を
含
み
、
ゆ
く
ゆ
く
は
西
ド
イ
ツ
も
参
加
す
る
非
軍
事
部
門
の
協
力
組
織

が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
「
N
A
T
O
を
西
側
組
織
の
最
上
位
に
置
き
、
そ
の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
協
力
機
構
が
集
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

統
合
さ
れ
て
ゆ
く
」
べ
き
で
、
そ
う
し
た
枠
組
み
が
五
二
年
以
降
O
E
E
C
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
外
相
会
議
で
イ
ギ
リ
ス
は
、
経
済
的
「
大
西
洋
共
同
体
」
の
考
え
に
沿
っ
て
西
側
経
済
を
組
織
化
す
る
流
れ
を
作
り
出
す
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
三
つ
要
因
が
あ
っ
た
。
一
点
目
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
策
へ
の
協
力
を
取
り
付
け
る
以
前
の
問
題
と
し
て
ま
ず
、
ア

メ
リ
カ
が
持
つ
労
働
党
政
権
の
国
内
政
策
へ
の
不
満
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
運
営
の
現
状
に
つ
い
て
疑
念
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
③

つ
た
こ
と
に
あ
る
。
二
点
目
は
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
交
換
性
心
事
へ
の
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
最
終
文
書
に
つ
い
て

ベ
ヴ
ィ
ン
や
外
務
省
は
、
そ
の
ト
ー
ン
は
後
ろ
向
き
に
過
ぎ
る
と
し
、
英
米
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え
に
基
づ
い
て
相
違
点
も
柔
軟
に
話
し

合
う
べ
き
と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
か
ら
説
得
さ
れ
た
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
完
全
な
安
定
を
待
っ
て
交
換

性
回
復
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
当
て
に
し
て
な
し
崩
し
的
に
進
む
の
は
、
労
働
党
の
政
策
に
と
っ
て
危
険
だ
と
応
じ
る
の

　
　
　
④

で
あ
っ
た
。
三
点
目
は
、
N
A
T
O
を
西
側
経
済
の
中
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
、
そ
こ
に
西
ド
イ
ツ
を
結
び
付
け
る
こ
と
へ
の
フ
ラ
ン
ス
の
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

抵
抗
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
に
道
を
開
く
と
の
危
惧
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
雲
母
和
解
を
実
現
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
軸
と
す
る
欧
州
経
済
統
合
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
外
相
会
議
が
始
ま
る
段
階
で
な
お
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
ー
マ
ン
政
権
は
そ
の
見
通
し
に
確
信
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
五
月
九
日
の
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
国
○
ω
O
）
創
設
を
目
指
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戦後イギリスの世界戦略とトつの世界経済」構想（山口）

し
た
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
の
提
示
は
、
欧
州
経
済
協
力
を
め
ぐ
る
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
E
C
A
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
を
「
マ
ー

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
〔
発
表
〕
以
来
の
経
済
面
で
の
進
歩
」
と
評
価
し
た
。
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
が
、
い
か
に
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ド
イ
ツ
を
組
み
込
む
か
と
い
う
欧
州
協
力
政
策
に
お
け
る
最
大
の
問
題
に
突
破
口
を
示
す
と
し
て
強
く
歓
迎
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン

ス
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
も
O
E
E
C
を
経
済
問
題
の
中
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
、
米
加
と
の
協
力
関
係
も
O
E
E
C
の
も
と
に
お
く
こ

と
で
、
N
A
T
O
が
経
済
機
能
を
持
つ
こ
と
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
張
に
よ
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
後
の
経
済
協
力
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
米
加
は
O
E
E
C
ヘ
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
参
加
す
る
の
で
あ

っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
冷
戦
政
策
の
考
慮
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
が
も
つ
世
界
規
模
の
役
割
の
重
要
性
を
認
め
た
。
し
か
し
西
側
経
済
の
組
織
化
を
、
緊
密

な
英
米
関
係
を
軸
と
す
る
「
大
西
洋
共
同
体
」
路
線
に
沿
っ
て
進
め
る
イ
ギ
リ
ス
の
目
論
み
は
、
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
議
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
政
治
的
に
こ
そ
重
要
な
意
味
を
持
ち
」
、
「
大
西
洋
共
同
体
の
考
え
方
か
ら
離
れ
、
欧
州
連
邦
へ
と
向
か
う
傾
向
」
を
示
す
と

考
え
ら
れ
た
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
や
O
E
E
C
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
提
案
は
、
西
側
世
界
が
北
米
と
欧
州
と
い
う
二
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
形
成
さ

れ
て
し
ま
う
危
惧
を
抱
か
せ
た
。
そ
う
な
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
、
欧
州
経
済
統
合
へ
の
更
な
る
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
世
界
規
模
の
役
割
は
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

持
で
き
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
と
統
合
欧
州
と
の
問
に
埋
没
す
る
と
危
惧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
月
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン

ダ
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら
も
経
済
統
合
の
構
想
が
相
次
い
で
示
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
経
済
協
議
の
結
果
に
満
足
し
つ
つ
、

ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
策
を
継
続
す
る
の
で
は
悠
長
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
コ
つ
の
世
界
経
済
」
構
想
を
も
っ
て
、

欧
州
経
済
協
力
の
展
開
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
聖
節
で
は
、
従
来
の
研
究
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
「
O
E
E
C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
作
成
過
程
で
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
、
欧
州
経
済
統
合
路
線
に
明
確
に
対
抗
す
る
西
欧
経
済
構
想
を
描
い
た

こ
と
を
み
て
ゆ
く
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
へ
の
よ
り
積
極
的
展
望
が
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
　
「
O
E
E
C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
を
め
ぐ
っ
て

　
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
に
続
き
六
月
に
入
る
と
オ
ラ
ン
ダ
外
相
ス
テ
イ
ケ
ル
（
u
葵
ω
鼻
冨
壇
）
が
、
基
幹
産
業
・
農
業
を
は
じ
め
分
野
別
の
共

通
市
場
創
設
を
う
た
っ
た
「
ス
テ
イ
ケ
ル
プ
ラ
ン
」
を
提
案
し
た
。
ま
た
提
案
に
は
、
市
場
統
合
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
投
資
基
金

（「

｢
州
統
合
基
金
」
）
設
置
や
財
政
政
策
で
の
協
調
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
ス
テ
イ
ケ
ル
プ
ラ
ン
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
政
府
で
は
、
商
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
分
析
を
ま
と
め
「
ロ
ン
ド
ン
委
員
会
」
に
提
出
す
る
。
商
務
省
は
、
O
E
E
C
で
の
協
議
に
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
コ
一
ぢ
の
サ
ー
ク
ル
」

の
中
心
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は
全
世
界
と
の
貿
易
を
多
角
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
と
る
べ
き
政
策
で
あ
り
、
一
方
で
帝
国
特
恵
関
税
を
維
持
す

る
必
要
か
ら
も
プ
ラ
ン
参
加
は
困
難
と
論
じ
た
。
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
は
「
欧
州
貿
易
自
由
化
計
画
（
庫
巴
Φ
繋
げ
§
一
一
ω
魯
自
勺
δ
σ
q
鑓
臼
ヨ
①
　
域
内

輸
入
数
量
規
制
の
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
を
主
導
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
世
界
規
模
の
多
角
貿
易
へ
の
～
段
階
で
あ
り
、
他
の
欧
州
各
国
が
そ
れ
を

経
済
統
合
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
捉
え
、
ス
テ
イ
ケ
ル
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
方
向
へ
進
む
の
は
正
し
く
な
い
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
関
税
に
つ

い
て
は
世
界
規
模
の
多
角
貿
易
体
制
が
実
現
す
る
際
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
引
下
げ
を
迫
る
た
め
に
G
A
T
T
の
場
で
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
た
。
「
欧
州
統
合
基
金
」
に
つ
い
て
も
、
連
邦
予
算
の
よ
う
な
も
の
に
つ
な
が
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
外
務
省
も
「
〔
イ
ギ
リ
ス
の
〕
よ

り
広
い
経
済
利
害
と
『
一
つ
の
世
界
経
済
ア
プ
ロ
ー
チ
臨
に
反
す
る
」
よ
う
な
欧
州
経
済
協
力
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
商
務
省
の
見
方

を
支
持
し
、
当
然
政
治
的
に
も
参
加
は
ワ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
と
し
て
の
役
割
を
妨
げ
る
と
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
抜
き
で
構
想
が
進
む
場
合
は

妨
害
す
べ
き
で
な
い
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
構
想
が
「
一
つ
の
多
角
主
義
世
界
」
へ
の
各
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
体
現
し
た
I
T
O
や
G
A

T
T
と
い
う
「
よ
り
広
い
枠
組
み
」
に
い
か
に
合
致
す
る
か
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
の
で
あ
っ
た
。
内
閣
経
済
政
策
委
員

会
は
、
そ
う
し
た
見
解
を
ま
と
め
た
ロ
ン
ド
ン
委
員
会
の
報
告
を
承
認
し
、
四
九
年
秋
の
O
E
E
C
理
事
会
に
お
い
て
ク
リ
ッ
プ
ス
が
表
明
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
対
欧
州
経
済
協
力
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ス
テ
イ
ケ
ル
プ
ラ
ン
に
触
発
さ
れ
（
も
ち
ろ
ん
自
ら
の
利
益
を
守
る
思
惑
が
あ
っ
た
が
）
、
イ
タ
リ
ア
外
相
ペ
ラ
が
欧
州
特
恵
関
税
溝
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想
を
、
フ
ラ
ン
ス
も
蔵
相
ペ
ッ
チ
ェ
が
共
同
自
由
化
リ
ス
ト
作
成
と
欧
州
投
資
銀
行
創
設
に
よ
っ
て
欧
州
経
済
の
調
整
を
は
か
る
構
想
を
相
次

い
で
提
示
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
「
実
現
さ
れ
れ
ば
疑
い
な
く
、
欧
州
連
邦
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
」
ス
テ
イ
ケ
ル
・
ペ
ッ
チ
ェ
・
ペ
ラ

プ
ラ
ン
な
ど
　
連
の
動
き
を
、
シ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
以
上
に
深
刻
に
受
け
止
め
ば
じ
め
た
。
そ
し
て
O
E
E
C
で
は
、
特
別
委
員
会
を
設
け
て

そ
れ
ら
三
つ
の
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
が
強
ま
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
O
E
E
C
で
の
主
導
権
を
奪
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
、
そ
の
基
本
的
内
容
に
関
す
る
協
議
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
O
E
E
C
の
「
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
経
済
統
合
に
議
論
を
集
中
さ
せ
、

イ
ギ
リ
ス
が
望
む
国
際
経
済
と
は
反
す
る
も
の
を
描
く
と
危
惧
さ
れ
た
。
当
然
そ
う
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
も
欧
州
援
助
政
策
を
経
済
統
合
へ
の

支
援
を
軸
に
し
か
ね
な
い
と
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
月
の
欧
州
評
議
会
で
は
経
済
統
合
の
議
論
が
盛
り
上
が
り
、
そ
こ
で
も
イ
ギ

リ
ス
政
府
へ
の
批
判
が
予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
超
国
家
的
な
経
済
統
合
に
は
参
加
し
な
い
と
の
立
場
を
繰
り
返
す
だ
け
で
十
分
な
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
疑
念
が
強
ま
っ
て
く
る
。
内
閣
経
済
部
（
国
O
O
口
O
ヨ
一
〇
ω
①
O
け
一
〇
口
）
部
長
の
ホ
ー
ル
（
図
。
げ
象
欝
巳
や
大
蔵
省
海
外
金
融
周
の
ク
ラ
ー
ク

（
空
。
ご
凱
Ω
震
犀
）
、
O
E
E
C
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
ホ
ー
ル
・
パ
ッ
チ
（
国
量
§
匹
国
龍
－
評
§
）
ら
は
、
「
〔
積
極
的
な
〕
対
外
経
済
政
策
の
欠

如
」
が
イ
ギ
リ
ス
の
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
致
さ
せ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
後
を
睨
み
つ
つ
、
世
界
規
模
の
多
角
主
義
体
制
へ
向
け
て
イ

ギ
リ
ス
が
と
る
積
極
的
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
を
明
ら
か
に
し
た
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
提
示
に
本
腰
を
入
れ
、
特
に
そ
れ
を
も
っ

て
ア
メ
リ
カ
に
積
極
的
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
六
月
の
第
一
回
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル

ズ
」
協
議
で
ア
メ
リ
カ
側
は
、
為
替
制
限
や
ド
ル
輸
入
差
別
な
ど
四
五
年
英
米
借
款
協
定
と
矛
盾
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
運
営
の
現
状
を
ま
ず

も
っ
て
問
題
に
し
ょ
う
と
し
て
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
や
ホ
ー
ル
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
を
イ
ギ
リ
ス
の
考
え
に
引
き
つ
け
る
に
は
、
交
換
性
回
復
や
対

米
輸
入
差
別
撤
廃
に
つ
い
て
よ
り
前
向
き
な
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。
ま
た
そ
う
し
た
文
脈
で
ま
す
ま
す
、
「
O
E
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
を
い
か
に
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
沿
っ
た
も
の
と
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
政
府
内
で
は
ロ
ン
ド
ン
委
員
会
が
「
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
の
望
ま
し
い
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。
ま
た
一
〇
月
ま
で
に
各
国
は
、
一
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九
五
四
／
五
五
年
を
ケ
ー
ス
と
し
て
展
望
し
つ
つ
、
経
済
政
策
の
方
向
性
を
示
し
た
メ
モ
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
委
員

会
に
平
行
し
て
外
務
、
商
務
、
大
蔵
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
内
閣
経
済
部
、
O
E
E
C
イ
ギ
リ
ス
代
表
か
ら
な
る
作
業
委
員
会
が
メ
モ
の
基

本
ス
タ
ン
ス
を
検
討
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
七
月
に
入
り
完
成
し
た
二
つ
の
官
僚
委
員
会
報
告
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

　
報
告
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
政
策
の
基
本
目
標
は
、
国
内
的
に
は
完
全
雇
用
維
持
と
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
、
対
外
的
に
は
「
ド
ル
援
助
自

立
」
と
対
外
収
支
の
安
定
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
一
方
国
際
経
済
は
、
「
世
界
規
模
で
の
拡
大
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
、

「
よ
り
管
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
一
九
二
八
年
の
世
界
経
済
」
が
目
標
だ
と
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
先
進
国
の
完
全
雇
用
と
生
産
拡
大
は
、

後
進
地
域
の
開
発
、
通
貨
・
通
商
障
壁
削
減
や
『
世
界
規
模
で
の
経
済
拡
大
』
と
互
い
に
結
び
つ
く
」
と
い
う
原
理
的
考
え
方
が
み
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
報
告
は
、
O
E
E
C
レ
ポ
ー
ト
も
そ
う
し
た
国
際
経
済
構
想
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
、
西
欧
諸
国
は
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
、

ド
ル
不
足
解
消
を
中
心
的
課
題
と
し
、
そ
れ
も
地
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
を
軸
に
し
た
「
世
界
規
模
で
の
経
済
拡

大
」
の
追
求
に
よ
っ
て
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
欧
州
域
内
だ
け
で
な
く
域
外
と
の
貿
易
自
由
化
も
進
展
さ

せ
、
段
階
的
で
は
あ
る
が
世
界
大
で
の
交
換
性
回
復
と
輸
入
差
別
撤
廃
へ
進
む
べ
き
と
論
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
拡
大
す
る
世
界
経
済
の
な

か
の
欧
州
」
と
い
う
考
え
方
が
、
ス
テ
イ
ケ
ル
・
ペ
ッ
チ
ェ
・
ペ
ラ
な
ど
の
経
済
統
合
構
想
に
か
わ
る
欧
州
経
済
の
将
来
像
と
し
て
明
確
に
示

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
欧
州
へ
の
直
接
援
助
よ
り
も
、
関
税
引
き
下
げ
や
投
資
拡
大
な
ど
黒
字
国
と
し
て
の
役
割

を
果
す
よ
う
求
め
、
特
に
東
南
・
南
ア
ジ
ア
へ
の
ド
ル
援
助
の
重
要
性
を
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
状
況
が
良
け

れ
ば
五
四
年
に
は
交
換
性
を
回
復
す
る
こ
と
で
国
際
通
貨
と
し
て
国
際
貿
易
の
拡
大
に
貢
献
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
最
後
に
報
告
は
、
こ
う
し
た

イ
ギ
リ
ス
の
考
え
に
支
持
を
得
る
に
は
、
貿
易
自
由
化
と
交
換
性
回
復
へ
む
け
た
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
積
極
的
な
姿
勢
が
必
要
だ
と
論
じ
る
の
で

　
　
⑬

あ
っ
た
。

　
ク
リ
ッ
プ
ス
と
報
告
書
を
議
論
し
た
場
で
、
ロ
ー
ワ
ン
や
外
務
省
の
メ
イ
キ
ン
ス
（
渕
・
α
q
Φ
H
ζ
更
諺
）
は
、
「
よ
り
自
由
で
競
争
の
あ
る
国

際
貿
易
・
為
替
へ
向
か
う
何
ら
か
の
明
確
な
動
き
を
示
す
覚
悟
が
必
要
」
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
実
際
的
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に
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
が
「
西
欧
・
英
連
邦
・
北
大
西
洋
共
同
体
の
結
節
点
と
し
て

の
役
割
」
を
果
す
こ
と
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
力
説
し
た
。
そ
れ
に
対
し
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
持
を
取
り
付
け
る
必
要
を
認
め

た
が
、
報
告
の
交
換
性
回
復
に
関
す
る
部
分
に
は
修
正
を
求
め
た
。
五
四
年
と
い
う
数
字
は
削
除
さ
れ
、
そ
れ
に
は
環
境
が
よ
り
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
せ
た
。
報
告
は
他
の
閣
僚
に
も
配
布
さ
れ
る
。
ク
リ
ッ
プ
ス
は
メ
モ
を
つ
け
、
交
換
性
回
復
は
イ
ギ
リ
ス
の
目
標
で
あ
る
が
、

完
全
雇
用
を
犠
牲
に
し
て
で
も
そ
の
準
備
が
あ
る
よ
う
な
誤
解
を
与
え
て
は
い
け
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
閣
僚
は
、
望
ま
し
い
「
第
三
次
レ

ポ
ー
ト
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
委
員
会
の
報
告
を
概
ね
支
持
し
た
も
の
の
、
交
換
性
國
復
に
関
し
て
は
報
告
の
更
な
る
検
討
を
ゲ
イ

　
　
　
　
　
　
　
⑭

ツ
ケ
ル
に
指
示
し
た
。

　
そ
の
指
示
を
受
け
た
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
、
O
E
E
C
へ
の
メ
モ
に
は
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
述
は
必
要
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
れ

に
対
し
ク
ラ
ー
ク
な
ど
は
、
ス
テ
イ
ケ
ル
ら
の
プ
ラ
ン
へ
の
対
案
と
な
る
I
T
O
・
G
A
T
T
に
よ
る
多
角
貿
易
体
制
の
実
現
に
は
、
ス
タ
ー

リ
ン
グ
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
の
積
極
的
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
O
E
E
C
に
お
い
て
経
済
統
合
路
線
が
優
位
と

な
っ
て
し
ま
う
と
訴
え
た
。
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
は
、
五
四
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
経
由
で
ド
ル
が
獲
得
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
味
方
に
な
り
う
る

と
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
O
E
E
C
へ
の
メ
モ
で
は
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
の
旦
ハ
体
的
記
述
は
断
念
さ
れ
た
。
し
か
し
ク
ラ
ー
ク

ら
は
、
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
と
の
協
議
を
早
急
に
進
め
、
秋
か
ら
始
ま
る
「
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
」
作
成
の
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
旦
ハ
体
的
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
明
確
に
す
べ
き
と
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　
＝
九
二
八
年
の
世
界
経
済
」
を
掲
げ
、
そ
の
も
と
で
の
欧
州
経
済
の
将
来
像
を
示
す
こ
と
で
欧
州
経
済
協
力
の
展
開
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

ょ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
策
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
交
換
性
回
復
へ
の
積
極
的
展
望
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
れ
が
完
全
雇
用
政
策
と
の
両
立
を
よ
り
緊
張
し
た
も
の
と
し
た
と
き
、
労
働
党
閣
僚
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
深
ま
っ
た
。
少
な
く
と
も
、

ア
メ
リ
カ
と
の
協
議
が
進
ま
な
い
七
月
の
段
階
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
ス
テ
イ
ケ
ル
ら
の
プ
ラ
ン
に
積
極
的
な
対
案
を
示
せ
ず
、
協
議
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
が
ら
最
大
限
そ
の
進
展
を
遅
ら
せ
る
よ
り
は
か
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
の
状
況
に
あ
る
種
打
開
を
も
た
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ら
す
よ
う
に
思
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れ
た
の
が
、
次
に
み
る
朝
鮮
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
備
拡
張
要
求
で
あ
っ
た
。
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刈
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⑨
四
七
年
夏
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に
対
応
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

　
欧
州
経
済
政
策
を
中
心
に
対
外
経
済
政
策
の
重
要
な
決
定
に
関
わ
っ
て
き
た
省
問

　
委
員
会
。
正
式
名
称
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欧
州
経
済
協
力
委
員
会
」
。

⑩
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こ
う
三
か
ら
五
年
の
欧
州
経
済
の
方
向
性
と
、
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
政
策
を

　
描
く
も
の
と
さ
れ
、
五
一
年
春
の
完
成
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目
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し
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い
た
。
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⊃
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そ
れ
で
も
ホ
ー
ル
は
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交
換
性
回

　
復
へ
の
道
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を
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望
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、
ク
リ
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第
三
章
　
軍
備
拡
張
政
策
（
刀
②
卑
ヨ
Φ
∋
Φ
コ
6
と
西
側
経
済
の
組
織
化

戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（山口）

（
こ
　
朝
鮮
戦
争
勃
発
と
ア
ト
リ
ー
政
権
の
軍
備
拡
張
計
画
策
定

　
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
ア
ト
リ
ー
政
権
は
ア
メ
リ
カ
の
介
入
を
直
ち
に
支
持
し
、
二
八
日
に
は
艦
艇
の
派
遣

を
決
定
し
た
。
続
い
て
七
月
二
五
日
に
は
地
上
軍
の
派
遣
を
決
定
す
る
。
一
方
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
軍
事
費
増
額
と
対
外
軍
事
援
助
の
四
〇
億

ド
ル
増
額
を
決
め
、
翼
A
T
O
諸
国
に
対
し
て
も
三
年
間
の
軍
備
増
強
計
薗
と
必
要
な
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
つ
い
て
回
答
す
る
よ
う
求
め
た
。

そ
れ
を
受
け
八
月
一
日
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、
五
一
年
度
か
ら
三
年
間
の
軍
事
費
を
当
初
計
画
の
二
六
億
ポ
ン
ド
か
ら
三
四
億
ポ
ン
ド
へ
増
額
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
こ
と
を
決
定
し
た
（
G
N
P
比
で
八
％
か
ら
一
〇
％
に
）
。
そ
う
し
て
ア
ト
リ
ー
政
権
は
軍
備
拡
張
政
策
（
円
雷
§
馨
Φ
導
）
に
乗
り
出
す
の
で
あ

っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
が
派
兵
を
決
意
し
、
軍
備
拡
張
政
策
に
乗
り
出
し
た
背
景
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
に
対
抗
す
る
必
要
と
、
ア
メ
リ
カ
の
西
欧

防
衛
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
実
に
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
行
動
を
示
す
、
と
い
う
論
理
が
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
べ
き
で
あ

る
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
大
国
と
し
て
行
動
で
き
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
外
交
的
、
政
治
的
考
慮
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
と
も
確
認
で
き
よ
う
。
以
上
の
二
点
は
、
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済

政
策
の
展
開
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
備
拡
張
政
策
に
お
い
て
十
分
に
は
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
三
つ
目
の
側
面
に
光
を
当
て

た
い
。
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八
月
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
三
四
億
ポ
ン
ド
の
軍
備
拡
張
計
画
を
ア
メ
リ
カ
側
に
伝
え
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
兵
員
の
増
強
よ
り
も
装

備
の
拡
充
が
イ
ギ
リ
ス
の
主
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
は
、
国
内
総
生
産
の
振
り
向
け
を
輸
出
・
軍
備
・
国
内
（
消

費
・
投
資
）
に
区
分
し
、
そ
れ
を
基
準
に
経
済
運
営
を
考
え
て
い
た
。
軍
備
拡
張
計
画
の
基
盤
に
あ
っ
た
考
え
方
と
は
、
戦
時
動
員
体
制
を
と

ら
な
い
範
囲
で
イ
ギ
リ
ス
経
済
が
可
能
な
総
生
産
と
そ
の
な
か
で
軍
備
に
振
り
向
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
産
力
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
追
加
の

軍
備
生
産
（
つ
ま
り
装
備
費
。
そ
れ
ま
で
は
軍
事
費
の
う
ち
約
二
・
五
悪
ポ
ン
ド
が
装
備
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
）
と
し
て
五
一
年
度
か
ら
五
三
年
度
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
七
、
二
・
九
、
三
・
五
葉
ポ
ン
ド
と
い
う
数
字
が
出
さ
れ
、
三
年
間
の
軍
事
費
の
合
計
が
三
四
億
ポ
ン
ド
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

追
加
の
軍
備
生
産
は
主
に
生
産
の
拡
大
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
（
G
N
P
は
毎
年
四
％
増
を
見
込
ん
だ
）
、
機
械
・
金

属
・
化
学
工
業
が
そ
の
中
心
と
な
る
た
め
、
輸
出
や
国
内
投
資
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
建
を
妨
げ
て
は
な
ら

ず
、
特
に
そ
の
鍵
で
あ
る
健
全
な
輸
出
能
力
の
維
持
と
対
外
収
支
の
安
定
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ア
ト
リ
ー
政
権
は
強
調
し
た
。
ま

た
西
側
経
済
に
と
っ
て
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
は
重
要
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
収
支
の
安
定
に
は
な

お
さ
ら
留
意
が
必
要
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
繊
維
な
ど
の
輸
出
増
や
貿
易
外
収
入
の
増
加
に
よ
り
対
外
収
入
は
若
干
の
増
加
さ
え
期
待
で
き
る

と
み
た
が
、
輸
入
価
格
の
上
昇
、
輸
入
増
大
な
ど
を
考
慮
す
る
と
対
外
収
支
の
黒
字
維
持
は
困
難
で
あ
っ
た
。
他
方
で
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
が

こ
れ
以
上
の
増
加
す
る
の
は
避
け
た
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ト
リ
ー
内
閤
は
、
二
億
ポ
ン
ド
相
当
の
ド
ル
輸
入
増
加
分
に
加
え
、
対
外
収
支
の

悪
化
を
埋
め
合
わ
せ
る
も
の
と
し
て
自
由
に
使
え
る
ド
ル
資
金
（
ぎ
Φ
号
皆
邑
、
五
七
五
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
一
六
億
ド
ル
）
の
援
助
を
ア

メ
リ
カ
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
対
外
収
支
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、
軍
備
拡
張
路
線
の
も
と
で
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
策
や

「
ド
ル
援
助
自
立
」
政
策
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軍
備
拡
張
が
一
段
落
し
た
段
階
で
イ
ギ
リ
ス
は
、
「
戦
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
貫
し
た
政
策
目
標
で
あ
る
、
拡
大
す
る
世
界
経
済
の
中
で
の
自
立
と
安
定
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
八
月
後
半
か
ら
英
米
問
で
資
金
援
助
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
会
計
年
度
の
相
互
防
衛
援
助
計
画
（
M
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D
A
P
）
援
助
四
五
億
ド
ル
の
大
半
は
備
品
供
給
で
あ
り
、
欧
州
各
国
の
軍
事
生
産
拡
大
に
必
要
な
原
料
、
部
品
、
…
機
械
輸
入
に
充
て
ら
れ
る

資
金
は
五
億
ド
ル
弱
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
っ
て
、
一
六
億
ド
ル
の
援
助
を
獲
得
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
機
械
、
原
料
輸
入

の
補
助
と
し
て
、
三
年
間
で
わ
ず
か
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
だ
け
を
受
け
取
る
ケ
ー
ス
す
ら
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
次
節
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

み
る
よ
う
に
、
N
A
T
O
の
「
バ
ー
ゲ
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
も
と
で
の
ド
ル
援
助
獲
得
に
ね
ら
い
を
移
し
て
ゆ
く
。

　
他
方
で
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
、
軍
備
拡
張
に
よ
っ
て
西
側
経
済
の
課
題
が
転
換
す
る
こ
と
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
ス
タ
ー

リ
ン
グ
交
換
性
回
復
の
問
題
を
先
送
り
に
し
つ
つ
、
西
側
経
済
の
組
織
化
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
主
導
権
を
持
て
る
と
考
え
は
じ
め
た
。
七

月
末
ク
リ
ッ
プ
ス
に
対
し
、
O
E
£
C
へ
提
出
す
る
メ
モ
に
は
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
の
具
体
的
言
及
は
必
要
な
い
と
主
張
、
官
僚
側
を
押
し

切
っ
た
経
緯
を
報
告
し
て
い
た
。
ま
た
英
米
協
議
の
方
針
案
で
も
、
交
換
性
回
復
の
目
標
は
明
雷
さ
れ
て
い
た
が
、
金
・
ド
ル
準
備
の
安
定
を

優
先
す
る
な
ど
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
主
張
が
強
く
反
映
さ
れ
た
。
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
関
心
は
転
換
し
て
お
り
、
も
し

財
務
省
が
取
り
上
げ
な
い
の
で
あ
れ
ば
あ
え
て
交
換
性
回
復
の
問
題
に
触
れ
る
必
要
は
な
い
と
も
指
摘
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ち
早
く
、
西
側
経
済
が
軍
備
拡
張
路
線
を
軸
に
展
開
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
諸
国
も
、
軍
備
拡
張
が
西
側
経
済
の
あ
り
方
や
O
E
E
C
の
役
割
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

O
E
E
C
理
事
会
議
長
で
も
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
外
相
ス
テ
イ
ケ
ル
や
、
ア
メ
リ
カ
の
旦
C
A
は
、
軍
備
拡
張
政
策
に
向
け
て
O
E
E
C
を
活
用

し
、
そ
れ
を
三
子
に
欧
州
経
済
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
を
考
え
は
じ
め
た
。
特
に
E
C
A
は
、
軍
備
拡
張
が
各
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
O
E
E
C
に
検
討
さ
せ
る
こ
と
や
、
ま
た
鉄
鋼
や
原
材
料
の
配
分
に
お
い
て
も
O
E
E
C
に
戦
時
管
理
の
役
割
を
担
わ
せ
、
軍
備
拡
張
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
全
体
的
に
指
導
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
は
、
N
A
T
O
各
国
は
ま
ず
自
ら
で
軍
備
拡
張
計
画
を
策
定
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
上
で
ア
メ
リ
カ
と
二
国
間
で
資
金
問
題
を
含
め
計
画
を
検
討
し
、
同
時
に
「
N
A
T
O
次
席
常
務
委
員
会
（
オ
。
H
壁
≧
冨
簿
一
・

O
Q
§
。
臨
。
｛
O
憩
葺
Φ
。
・
）
」
で
も
協
議
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
O
E
E
C
が
各
国
の
軍
事
計
画
の
策
定
に
影
響
を
持
つ
こ
と
や
、
資
金
配
分
に

関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
の
が
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
鉄
鋼
、
原
材
料
、
労
働
力
の
供
給
や
配
分
に
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⑦

つ
い
て
も
N
A
T
O
が
担
当
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ト
リ
ー
政
権
は
そ
う
し
た
理
解
の
も
と
、
九
月
に
入
り
軍
備
拡
張
の
議
論
が
具
体
的
に
は
じ
ま
る
と
二
つ
の
こ
と
を
念
頭
に
行
動
す
る
。

一
つ
は
、
西
側
経
済
の
中
心
課
題
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ド
ル
援
助
自
立
」
政
策
を
支
え
る
よ
う
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

N
A
T
O
を
西
側
経
済
運
営
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
二
）
　
軍
備
拡
張
路
線
と
西
側
経
済
の
組
織
化

　
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
北
大
西
洋
外
相
理
事
会
（
宕
O
H
酔
財
諺
叶
一
9
β
け
一
〇
〇
〇
償
口
O
一
一
）
で
は
、
米
国
務
省
ニ
ッ
ツ
ェ
（
℃
9
巳
蜜
幕
）
、
駐
米
大
使
フ

ラ
ン
ク
ス
、
仏
外
務
省
ア
ル
フ
ァ
ン
（
出
Φ
匿
≧
℃
ゆ
巳
）
を
中
心
に
資
金
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
十
七
日
ニ
ッ
ツ
ェ
が
一
つ
の
メ
モ
を
提

出
す
る
。
そ
れ
は
N
A
T
O
諸
国
共
同
で
「
中
期
防
衛
プ
ラ
ン
（
ζ
①
伽
一
轍
ヨ
ー
↓
①
層
ヨ
H
U
Φ
｛
Φ
目
O
①
勺
一
計
昌
）
」
を
最
も
効
率
よ
く
達
成
す
る
た
め
の
、
い

わ
ゆ
る
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
（
≧
幕
議
Φ
a
。
。
Φ
）
」
で
あ
っ
た
。
手
続
き
と
し
て
は
ま
ず
、
中
期
防
衛
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
（
か
つ
各
国
経
済
を

犠
牲
に
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
う
え
で
）
N
A
T
O
全
体
の
軍
事
計
画
を
決
め
、
つ
ぎ
に
各
国
に
適
し
た
装
備
や
生
産
計
画
を
協
議
し
、
ま
た

各
国
の
軍
事
計
画
の
規
模
を
示
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
各
国
経
済
へ
の
影
響
を
調
査
し
、
最
後
に
「
バ
ー
ゲ
ン
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
の
も
と
、
装
備
、
生
産
物
、
資
金
な
ど
を
「
移
転
（
霞
昏
ω
｛
Φ
円
）
」
し
て
負
担
を
分
担
す
る
手
順
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
援
助
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
こ
に
お
い
て
検
討
す
る
と
し
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
軍
備
拡
張
と
金
融
・
経
済
の
全
般
的
問
題
は
切
り
離
せ
ず
、
軍
備
拡
張
が
西
側
経
済
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
と
論
じ

た
。
そ
し
て
翼
A
T
O
を
軍
備
拡
張
路
線
下
の
西
側
経
済
運
営
の
中
心
に
据
え
る
べ
き
と
主
張
す
る
。
「
N
A
T
O
は
か
つ
て
の
ど
の
国
際
的

な
枠
組
み
よ
り
も
重
要
な
役
割
を
持
つ
だ
ろ
う
」
、
「
向
こ
う
三
年
、
い
や
そ
の
先
の
欧
州
経
済
と
軍
備
拡
張
の
あ
り
方
は
聾
A
T
O
の
役
割
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。
特
に
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
」
は
O
E
E
C
で
な
く
N
A
T
O
で
行
い
、
そ
の
権
威
を
確
立
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
た
。
そ
し
て
米
加
と
対
等
な
N
A
T
O
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
権
を
発
揮
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
O
E
E
C
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の
役
割
が
重
要
と
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
欧
州
の
一
國
と
し
て
援
助
を
受
け
る
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
方
式
が
繰
り
返
さ
れ
る
危
惧
が
あ
っ
た
。
加

え
て
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
軍
備
拡
張
政
策
の
成
功
に
は
、
軍
備
生
産
が
鍵
と
な
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
各
国
の
生
産
能
力
を
勘
案
し

な
が
ら
生
産
分
担
や
ド
ル
資
金
の
配
分
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
N
A
T
O
が
そ
れ
を
行
う
べ
き
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
戦
中

と
同
様
に
、
一
次
産
品
を
供
給
す
る
英
連
邦
諸
国
を
ま
と
め
る
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
権
を
発
揮
す
る
期
待
も
あ
っ
た
が
、
軍
備
生
産
を
支
え
る
原

料
資
源
の
供
給
・
配
分
も
非
常
に
重
要
な
課
題
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
ア
ト
リ
ー
政
権
が
対
外
収
支
や
原
料
供
給
問
題
を

最
重
要
視
し
て
軍
備
拡
張
路
線
の
も
と
で
の
経
済
戦
略
を
描
い
た
の
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
強
化
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
を
妨
げ
ず
、
自
ら
が
構
想
す
る
西
側
経
済
構
築
へ
展
望
を
つ
な
ぐ
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
外
相
理
事
会
で
は
、
N
A
T
O
が
「
バ
ー
ゲ
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
、
原
料
・
生
産
物
の
配
分
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
を
、
O
E
E
C
が
欧

州
経
済
の
拡
大
や
対
外
収
支
問
題
、
域
内
貿
易
自
由
化
を
担
当
す
る
役
割
分
担
が
浮
上
し
た
。
し
か
し
ス
テ
イ
ケ
ル
は
、
実
際
に
は
そ
う
し
た

分
担
は
機
能
せ
ず
、
ま
た
曇
A
T
O
に
は
専
任
の
経
済
ス
タ
ッ
フ
や
組
織
が
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
彼
に
は
O
E
E
C
の
役
割
が
骨
抜
き
に

な
る
と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
結
局
、
N
A
T
O
と
O
E
E
C
の
関
係
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
結
論
は
先
送
り
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
「
ニ
ッ

ツ
エ
プ
ラ
ン
」
は
、
「
グ
ル
ー
プ
ー
2
（
9
。
唇
。
暁
↓
≦
巴
く
Φ
）
」
と
よ
ば
れ
る
N
A
T
O
一
二
ヶ
日
の
パ
リ
O
E
E
C
各
国
代
表
が
兼
任
す
る
「
経

済
・
金
融
作
業
委
員
会
」
が
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
O
E
E
C
の
経
済
ス
タ
ッ
フ
を
利
用
し
な
が
ら
「
グ
ル
ー
プ
ー
2
」
は
、
軍
備
拡
張
が

も
た
ら
す
各
国
経
済
や
対
外
収
支
へ
の
影
響
、
「
バ
ー
ゲ
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
に
必
要
な
数
字
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
を
N
A
T
O
次
席
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

務
委
員
会
に
提
出
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
O
E
E
C
の
役
割
を
重
視
し
た
い
大
陸
諸
国
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
妥
協
で
あ
っ
た
。

　
続
く
一
〇
月
の
O
E
E
C
閣
僚
理
事
会
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
安
堵
し
た
よ
う
に
ス
テ
イ
ケ
ル
ら
の
経
済
統
合
プ
ラ
ン
へ
の
関
心
は
後
退

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
O
E
E
C
事
務
総
長
マ
ジ
ョ
ラ
ン
（
カ
。
げ
①
ほ
ζ
且
。
ぎ
）
な
ど
は
、
軍
備
拡
張
に
伴
っ
て
生
じ
る
原
料
供
給
、
イ
ン
フ

レ
抑
制
、
貿
易
管
理
・
統
制
な
ど
の
問
題
を
各
国
は
共
通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、
O
E
E
C
を
そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
場
と
し
て
活
用

す
べ
き
と
主
張
し
は
じ
め
た
。
ま
た
経
済
協
力
の
後
退
へ
の
懸
念
も
あ
っ
た
が
マ
ジ
ョ
ラ
ン
は
、
イ
ン
フ
レ
と
闘
い
、
欧
州
規
模
で
生
産
物
や
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原
料
の
効
率
的
利
用
を
図
る
に
は
、
欧
州
内
の
貿
易
自
由
化
を
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
E
C
A
も
、
西
ド
イ

ツ
の
経
済
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
含
め
、
O
E
E
C
が
西
欧
の
生
産
力
、
資
源
を
単
一
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
経
済
統
合
が
後
退
し

な
い
よ
う
強
く
期
待
し
て
い
た
。
O
E
E
C
と
N
A
T
O
の
関
係
や
、
欧
州
協
力
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
大
陸
諸
国
・
E
C
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
の
対
立
が
続
い
て
い
た
。

　
O
E
E
C
理
事
会
の
後
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
訪
米
す
る
の
だ
が
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
通
貨
交
換
性
回
復
に
は
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
（
帰
国
後
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

イ
ツ
ケ
ル
は
蔵
相
に
就
任
）
。
ま
た
そ
の
こ
ろ
「
ロ
ン
ド
ン
委
員
会
」
に
代
わ
っ
て
、
「
柑
互
援
助
委
員
会
（
ζ
葺
邑
≧
傷
O
・
日
瓢
g
Φ
①
）
」
が
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
れ
た
こ
と
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
が
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
か
ら
軍
備
拡
張
路
線
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
一
〇
月
末
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
」
の
も
と
で
の
ド
ル
援
助
に
期
待
し
つ
つ
、
三
六
億
ポ
ン
ド
の
軍
備
拡
張
計

画
に
正
式
に
踏
み
出
す
。
計
画
を
実
行
し
な
け
れ
ば
、
世
界
規
模
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
安
定
さ
せ
つ
つ
あ
る
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ギ
リ
ス
は
再
び
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
」
に
戻
っ
て
し
ま
う
、
と
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
と
べ
ヴ
ィ
ン
は
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
五
〇
年
鑑
に
か
け
イ
ギ
リ
ス
は
、
軍
備
拡
張
を
最
優
先
課
題
と
す
る
西
側
経
済
が
、
N
A
T
O
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

期
待
し
、
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
」
と
原
料
資
源
供
給
問
題
の
進
展
が
そ
の
挺
子
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
大
陸
諸
国
へ
の
配

慮
も
あ
っ
て
、
O
E
E
C
に
は
欧
州
経
済
協
力
で
の
役
割
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
「
グ
ル
ー
プ
ー
2
」
が
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
」
を
担
当
す

る
点
で
は
妥
協
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
＝
月
の
中
国
参
戦
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
備
拡
張
が
ピ
ッ
チ
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
欧
州
各
国
は
、

原
材
料
不
足
と
価
格
高
騰
、
イ
ン
フ
レ
の
深
刻
化
を
強
く
懸
念
し
は
じ
め
る
。
欧
州
経
済
の
状
況
は
一
変
し
、
ま
た
そ
う
な
れ
ば
欧
州
経
済
協

力
も
重
大
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
大
陸
諸
国
は
、
資
源
と
生
産
力
の
効
率
的
利
用
の
た
め
の
共
同
行
動
が

一
層
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
、
O
E
E
C
の
積
極
的
役
割
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
石
炭
・
鉄
鋼
、
原
料
、
食
料
の
生
産

拡
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
や
、
関
税
を
含
め
た
域
内
の
貿
易
調
整
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
そ
う
し
た
議
論
の
背
景
に
は
、
欧
州
が
戦
時
経
済

の
よ
う
な
状
況
に
陥
れ
ば
、
O
E
E
C
の
存
在
自
体
が
危
う
く
な
る
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
O
E
E
C
の
先
行
き
に
対
す
る
懸
念
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戦後イギリスの琶界戦略と「一つの世界経済」構想（山口）

を
み
た
ア
チ
ソ
ン
は
、
翌
年
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
O
E
E
C
閣
僚
理
事
会
を
前
に
、
N
A
T
O
組
織
の
パ
リ
移
転
、
N
A
T
O
と
O
E
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

C
の
ス
タ
ッ
フ
や
経
済
機
能
の
「
事
実
上
の
統
合
」
を
選
択
肢
と
し
て
考
え
は
じ
め
る
の
で
あ
っ
た
。

　
か
か
る
状
況
を
受
け
五
｝
年
一
月
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
O
E
E
C
と
N
A
T
O
と
の
関
係
や
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
明
確
に
す
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
軍
備
拡
張
が
当
面
（
少
な
く
と
も
五
年
）
、
西
側
経
済
を
決
定
づ
け
る
主
要
な
要

素
で
あ
り
、
西
側
経
済
運
営
の
主
要
な
問
題
は
N
A
T
O
が
取
り
扱
い
、
そ
の
方
針
を
決
定
す
べ
き
と
の
考
え
が
確
認
さ
れ
た
。
五
〇
年
一
二

月
に
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
受
け
取
り
を
停
止
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
米
加
と
対
等
に
あ
る
N
A
T
O
と
い
う
枠
組
み
は
一
層
、
望
ま
し
い

も
の
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
世
界
規
模
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
欧
州
よ
り
も
大
西
洋
共
同
体
の
ほ
う
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
経

済
的
枠
組
み
」
で
あ
っ
た
。

　
な
る
ほ
ど
以
上
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
一
貫
し
て
表
明
し
て
き
た
考
え
方
の
再
確
認
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

西
側
経
済
の
具
体
的
な
機
能
の
仕
方
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
ま
ず
原
料
資
源
問
題
は
、
五
〇
年
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

二
月
の
ア
ト
リ
ー
訪
米
で
合
意
さ
れ
た
「
国
際
資
源
会
議
（
H
昌
酢
Φ
戦
P
油
け
陣
O
門
出
一
ζ
獅
酵
Φ
脱
一
動
一
ω
　
O
O
口
h
Φ
国
①
⇒
O
⑦
）
」
の
担
当
と
さ
れ
た
。
軍
備
拡
張
の
影
響

の
検
討
、
軍
備
生
産
の
分
担
、
「
バ
ー
ゲ
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
実
行
や
対
外
収
支
（
ド
ル
収
支
）
問
題
は
、
N
A
T
O
が
担
当
す
る
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
当
面
、
「
グ
ル
ー
プ
ー
2
」
が
「
ニ
ッ
ツ
ェ
プ
ラ
ン
」
を
担
当
し
、
半
年
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
O
E
E
C
と
N
A
T
O
と
の

関
係
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。
と
い
う
の
も
西
ド
イ
ツ
が
N
A
T
O
の
経
済
部
門
と
結
び
つ
く
ま
で
そ
の
生
産
力
の
利
用

は
O
E
E
C
を
通
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
N
A
T
O
が
西
側
経
済
運
営
の
中
心
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
る
に
は
二
段
階
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
最
終
的
に
O
E
E
C
は
、
E
P
U
や
「
貿
易
自
由
化
計
画
」
を
扱
う
欧
州
経
済
組
織
と
な
り
、
役
割
が
縮
小
す
る
の
で
あ
っ

た
。
他
方
、
軍
備
拡
張
に
と
も
な
う
経
済
問
題
に
は
英
連
邦
諸
国
も
当
然
関
係
す
る
わ
け
で
、
そ
の
協
力
は
N
A
T
O
を
窓
口
に
し
て
行
う
点

も
言
及
さ
れ
た
。
以
上
の
方
針
を
確
認
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
O
E
E
C
で
の
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
や
貿
易
調
整
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍
備
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

張
政
策
を
左
右
す
る
原
料
供
給
や
対
外
収
支
問
題
に
は
応
え
ず
、
ま
た
経
済
統
合
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
し
て
強
く
反
対
す
る
の
で
あ
っ
た
。
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結
局
一
月
の
O
E
E
C
理
事
会
で
も
、
O
E
E
C
と
N
A
T
O
の
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
決
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
N
A
T
O

を
重
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
、
O
E
E
C
に
積
極
的
役
割
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
主
張
と
の
対
立
は
続
く
が
、
結
論
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
N
A
T
O
は
、
西
側
経
済
運
営
で
主
導
的
役
割
を
果
す
こ
と
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
期
待
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
援
助

が
個
別
の
武
器
・
物
資
供
給
を
主
な
形
態
と
し
た
た
め
、
N
A
T
O
は
ド
ル
資
金
分
配
を
聖
子
に
し
た
求
心
力
を
発
揮
で
き
ず
、
「
ニ
ッ
ツ
ェ

プ
ラ
ン
」
は
五
一
年
末
に
な
っ
て
も
旦
ハ
体
的
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
国
際
資
源
会
議
」
は
、
英
米
が
主
導
し
た
大
戦
中

の
「
統
合
原
料
供
給
局
」
の
再
現
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
五
〇
年
一
二
月
の
ア
ト
リ
ー
訪
米
の
結
果
、
「
ア
メ
リ
カ
の
第
一
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
地
位
」
を
確
実
に
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
軍
備
拡
張
計
画
は
四
七
億
ポ
ン
ド
へ
と
増
額
さ
れ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ

の
強
化
が
一
時
、
停
滞
す
る
の
も
止
む
な
し
と
す
る
判
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
は
、
そ
の
よ
う
に
ゆ
る
や
か
な
停
滞
で
は
済
ま
な
か
っ
た
。

春
以
降
、
原
料
価
格
の
高
騰
や
英
連
邦
諸
国
の
輸
入
増
大
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
金
ド
ル
準
備
は
急
激
に
流
失
し
は
じ
め
、
対
外
収
支
は
五
〇

年
の
三
指
ポ
ン
ド
の
黒
字
か
ら
、
五
一
年
は
四
丁
ポ
ン
ド
の
赤
字
へ
と
転
落
す
る
。
ア
ト
リ
ー
政
権
は
対
外
収
支
危
機
の
対
応
に
追
わ
れ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
、
一
〇
月
総
選
挙
の
結
果
、
チ
ャ
ー
チ
ル
保
守
党
に
政
権
を
明
け
渡
す
の
で
あ
っ
た
。
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①
九
月
に
は
三
六
億
ポ
ン
ド
に
増
額
さ
れ
る
。

②
艦
艇
の
派
遣
に
つ
い
て
ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
英
連
邦
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
「
イ
ギ

　
リ
ス
が
世
界
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国
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駐
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ア
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℃
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戦後イギリスの世界戦略と「一つの世界経済」構想（山El）
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に

　
…
九
五
二
年
に
入
り
、
夏
に
は
軍
備
拡
張
も
一
段
落
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
収
支
危
機
も
収
束
に
向
か
う
。
西
側
経
済
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

議
論
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
と
似
た
状
況
に
立
ち
戻
っ
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
内
閣
が
打
ち
出
し
た
対
外
経
済
戦
略
と
は
、
英
米
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
演
出
の
も
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
を
軸
に
＝
つ
の
世
界
経
済
」
の
具
体
化
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
二
月

の
英
連
邦
経
済
会
議
に
お
い
て
そ
の
戦
略
は
「
コ
レ
ク
テ
イ
ヴ
ア
プ
ロ
ー
チ
（
○
。
瀬
。
響
㊦
》
署
δ
p
畠
⇔
。
ζ
葺
諄
§
銑
津
巴
Φ
鋤
亀
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℃
黙
坐
Φ
耀
し
・
）
」
と
し
て
合
意
さ
れ
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
新
政
権
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

支
持
獲
得
に
は
困
難
を
極
め
、
チ
ャ
ー
チ
ル
・
イ
ー
デ
ン
政
権
の
計
画
も
結
果
は
失
敗
に
終
わ
る
の
だ
が
、
～
九
六
一
年
に
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
旦

E
C
加
盟
申
請
を
決
意
す
る
ま
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
貫
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
交
換
性
回
復
と
世
界
規
模
の
多
角
貿
易
（
五
六
年
以
降
は

「
自
由
貿
易
地
域
（
局
H
Φ
Φ
↓
H
鋤
縣
Φ
》
H
Φ
四
）
構
想
」
）
を
軸
に
し
た
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
構
築
を
主
張
し
、
欧
州
経
済
統
合
の
動
き
に
対
峙
す
る
の

で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
労
働
党
に
比
べ
国
内
経
済
の
引
き
締
め
に
抵
抗
感
が
少
な
く
、
ま
た
経
済
の
統
制
緩
和
を
目
指
し
た
保
守
党
政
権
の
ほ
う
が

「
一
つ
の
世
界
経
済
」
を
目
指
す
対
外
経
済
戦
略
を
積
極
的
に
推
進
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
五
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
経
済
政
策
、
国

際
経
済
構
想
の
方
向
性
を
定
め
た
の
は
ア
ト
リ
ー
政
権
に
お
け
る
議
論
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
つ
ま
り
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
経
済
政
策
は
、
単
に
、
欧
州
経
済
統
合
か
ら
孤
立
し
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
の
流
れ
に
立
っ
て
帝
国
経
済

関
係
に
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た
と
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
戦
後
世
界
に
立
ち
向
か
う
イ
ギ
リ
ス
の
模
索
と
し
て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
確
か
に
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
ド
ル
圏
差
別
を
当
面
必
要
と
し
、
ま
た
ド
ル
不
足
解
消
後
の
多
角
的
国
際
経
済

と
完
全
雇
用
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
越
結
論
を
下
せ
た
と
は
言
え
な
い
。
加
え
て
、
国
際
経
済
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
を
支
え
る
基
盤
は

ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ
る
と
の
考
え
で
は
、
そ
の
後
の
保
守
党
政
権
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
英
連
邦
諸
国
は
北
米
と
切
り

離
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
に
留
ま
る
つ
も
り
は
な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
・
英
連
邦
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
経
済
的
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
維
持
す
る
に
は
、
＝
つ
の
世
界
経
済
」
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
の
目
標
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

統
合
欧
州
が
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
を
封
じ
る
に
は
、
コ
つ
の
世
界
経
済
」
や
N
A
T
O
を
軸

と
す
る
経
済
的
「
大
西
洋
共
同
体
」
構
想
に
よ
っ
て
欧
州
経
済
協
力
の
あ
り
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
西
側

経
済
実
現
の
鍵
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
文
脈
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
戦
後
イ
ギ

リ
ス
の
国
際
経
済
構
想
が
、
現
実
の
経
済
運
営
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
に
せ
よ
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
を
志
向
し
、
そ
の
実
現
の
柱
と
し
て
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国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
維
持
・
強
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、

ま
た
そ
の
具
体
的
政
策
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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Britain’s　Post－War　World　Strategy　and　the　‘One－World　Economy’：

The　Attlee　Labour　Govemment’s　External　Economic　Policy，　1949－51

by

YAMAGUC｝II　lkuto

　　In　1950　the　Attlee　Labour　govemment　realized　that　post－war　Britain’s

prosperity，　safety　and　its　status　as　a　great　power　could　be　secured　under　the

‘Western　System’．　The　Westem　System　would　be　enhanced，　politically，　through

developing　the　Anglo－American　special　relationship　and　the　Atlantic　Community

and，　economically，　through　supporting　a　single　multilateral　trade　and　payments

system　covering　tlte　Sterling　Area，　North　America　and　Western　Europe．

Enhancing　the　Western　System　would　also　serve　to　contain　European　integration

so　as　not　to　underm血e　Britai1’s　position　as　a　p血。重pal　aly　of　the　United　States．

This　article　concludes　that　consolidating　sterling　as　an　intemational　currency　had　a

crucial　role　for　Britain’s　world　strategy，　in　other　woyds，　developing　and　enhancing

the　Western　System．　Tbough　Labour　ministers　found　the　Sterling　Area

connexions　very　importaRt　to　overcome　dollar　shortage　and　were　concerned　about

the　ramifications　of　sterling　convertibbity　on　their　fuil　employment　policy，　it　is　too

much　simplification　to　understand　the　Attlee　govemment’s　sterling　policy　as　the

inwards　lmperial　and　Sterling　Area　policy．

　　This　article　reconsiders　the　Attlee　govemnent’s　external　economic　poHcy　from

1949　until　1951，　and　especially　examines　‘Fundamentals’　Anglo－American　economic

discussions，　the　establishment　of　European　Payments　Union，　the　London

Conference　of　ForeigR　Ministers　（May　1950）　and　the　discussions　of　the　OEEC

Third　Report　in　the　surnnier　of　1950．　Finaby，　this　article　reveals　that　the　Attlee

Cabinet　considered　Reamament　（mitiated　in　the　auturmi　of　1950）　as　an

opportunity　for　establishing　British　leadership　in　the　Westem　economy，　while　they

could　delay　facing　the　fuli　ramifications　of　sterlmg　convertibility．
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